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はじめに 

地域志向教育とは日常の講義、すなわち座学で学んだことを大学の外で学生自らが実際

に確認する教育である。同時に、学生が訪れた地域において、その活動がそこで生活する

人々にとっても暮らしつづけるための刺激となるものである。そして、学生自身も自らの

活動が社会化されることに気付く学習活動の一環でもある。

このブックレットは、地域志向教育の展開課程をその活動の中で撮影した写真を中心に

まとめたものである。対象となる教育活動は、学生との教育実践の記録とともに、教師の

問題意識に基づき調査に赴いた地域での調査活動の成果も含まれる。それらを３部構成に

て整理したものが本冊子である。

第Ⅰ部は、地域の歴史を景観観察の教育的手法を用い、古代から近世までをまちなみの

歩きつつその探訪をしようとの試みである。１つは御所市の皆さんとの協働作業を提示し

たものであり、もう１つは、奈良市を対象に撮影された古写真を使用しつつ、それと現在

とを比較しながらその変化（不変）の背景を考察するものである。そして、最後に大津市

坂本での教材研究を付け加えておいた。 
第Ⅱ部は、小松原の課題意識に基づく授業実践報告の性格を有している。筆者の専門で

ある産業立地研究や都市の構造分析の成果を教育現場に応用した成果を問うたものになっ

ている。１章では、大阪湾沿岸域を徒歩や渡船を使いつつ、足を使って巡った様子をまと

めている。また、２章では、滋賀県大津市から京都市につながる琵琶湖疏水の流域の見学

の状況を示した。そして３章では、産業や都市の研究や教育に必要不可欠な工場や展示施

設の見学の様子を提示した。最後に４章は、日常の暮らしの中のまち歩きの様子である。 
第Ⅲ部は、 年に実施した奈良県立大学における「地域現場実習」並びに、立命館大

学文学部における「ツーリズム学実習」の学生レポートの中から一部を選び出した。両実

習ともに、小松原が教員として関わり「バスツアーの研究」というテーマで学生に取組ま

せたものである。それぞれの大学学部の教育を反映した成果になっていると思う。

さて、大学における入学時より卒業に至るまでの一連の地域志向教育の学修過程におい

て、それを実行するためには学外での学習環境提供の場が必要となる。その観点から地域

と大学との結びつきは、不可欠である。ここで取り上げている御所市と奈良県立大学との

間では包括連携協定を締結しており、恒常的に両者間の協力関係を構築している。その成

果を第Ⅰ部の１章で明示している。

御所市とわれわれとの関わりは 年 月に市内の 法人の役員の方から、まちづく

りについて、中心市街地の歴史的まちなみに関する調査活動へのお手伝いの依頼を受けた

ことに始まる。 年間の活動の後、 年 月には町屋等地域資源発掘・発信事業に基づ

き、 年度に学生が実施した調査・研究活動の成果を報告し、その議論を踏まえて報告

書も作成し、一区切りとした。
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ここで得られた経験は大学における教育研究活動に活用できているので、この試みは１

つの大きな成果を得られたことになる。もう一方で、学生が得た知見を地域の皆様に検証

していただいたことは彼らにとって、大学における一連の学修の進化のために重要であっ

た。御所市の皆さんとは、その後も地・学相互貢献活動を継続している。

第Ⅰ部２章は、都市の現在と過去を画像で比較することによって、都市の形成過程を振

返り、都市の在り様を学生に考えさせる試みである。野外活動として、入江泰吉の古都奈

良の風景写真とその現状の比較を実施した。入江の眼に、ファインダーを通して垣間見え

た日常を、今のそれと同じ視角から重合せてみたいと考えたのである。移動とは場所の移

動もあるが、同じ場所でも時間が異なればそれは、時空間の移動となる。入江泰吉をキー

ワードに一人の一人の時間と空間がこのツアーを通じて共有化できればとの考えである。 
テキストの 冊の『入江泰吉の原風景 昭和の奈良大和路 昭和 ～ 年代』は、入江泰

吉（ － ）の写真集であり、編者は「入江泰吉記念奈良市写真美術館」である。そ

の名の示すように、入江の作品群を主たる収蔵品としているこの美術館は、入江が亡くな

る前年に彼が、全作品（約 万点以上のフィルム）と著作権を奈良市に寄贈し、それを機

に建てられたものである。 
そして、編者の「はじめに」（3 頁）にも記されているように、この写真集は、「入江泰吉

は戦後から昭和 30 年代にかけて、……過ぎ去った時代と人々の暮らしを切り取った貴重な

記録写真」の性格をもっていることを明示しているのである。だから、当写真集はフィー

ルドツアーなど、教育への活用の可能性は大きい。新旧の写真を比較しつつ、変わらぬ理

由、変化の背景を考えることは、その背景にある地域構造研究や産業の立地を分析する際

にも役立ったのである。

こうした成果を踏まえてわれわれは、 年度より文部科学省の公募による「地（知）

の拠点整備事業」の一環として、「地学連携と学習コモンズシステムによる地域人材の育成

と地域再生」の事業に取組んでいる。この事業は、文部科学省の公募要領にも記されてい

るように、大学教育改革と自治体（地域、都市）の再生や活性化とを連動させるものであ

る。

小松原も学内にあって、地域志向教育研究の競争的資金を得るなど、その活動に積極的

に関わっている。本冊子の編集は、その成果の一部を利活用させていただくものであると

ともに、これまでの本件に関する一連の先行的活動を確認するためのプロセスでもある。

この一連の作業を通じて、地域志向教育研究活動を一層発展させたいと考えている。

（小松原 尚）
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テーマ 御所まちなみ悉皆調査

日時 年 月 日（日） 場所 御所市商工会議所ほか

① ＪＲ御所駅待合室での打合せ ② 市内の公共掲示板に貼られた調査協力依頼

③ 学生と地元の方と一緒に調査活動 ④ 調査メモと集計表ほか

⑤ 調査結果の集計作業 ⑥ 調査結果を踏まえての意見交換

奈良発 ～王寺着 （ 関西本線快速・ 難波行）、王寺発 ～御所着 （ 和歌山線・

和歌山行） 御所駅集合し、現地スタッフとあいさつの後、 時より調査について説明を実施し

た。 から各班分かれて現地調査を開始し、途中、 時に、御所市内西町入船本店にて昼食をとる。

休憩の後、 時より各班分かれて現地調査を再開した。調査終了後、商工経済会館にて集計作業と意見

交換を行った。今回の活動の目的は、①地図の現場での利用方法を体験する。②地域における 法人

の活動にふれる。③地域の人々との共同作業とコミュニケーション方法を身につけることにあった。無

事に調査活動とその後の集計作業も終えられた。御所に暮らす方々とチームを組んで、ご案内をいただ

き、「まちなみ」への思いをうかがいながらの調査活動は、日常の大学生活では得難い数多くのインパ

クトがあったことと考えられる。今回の目的は概ね達せられたと考えられる。
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テーマ 御所市のまちなみの利活用の現状の観察ツアー 
参加者 【奈良県立大学】小松原先生、中嶋 

【御所市】楠さん、中井さん、清水さんほか【その他】竹田さん 
年月日 2011年 6月 27日 場所 御所市 
① 円照寺内 本堂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 円照寺正門の意匠(龍) 
 

③ 円照寺内の御所柿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 普通の柿は 4片(左下)に対し御所柿 5片(右 2つ) 
 

⑤ 中井さんのお宅の玄関にある当時の高札 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 中井さんのお宅で検知絵図のお話しを伺う。 
 

王子駅で小松原先生に会い一緒に御所駅へ向かった。9時 54分に御所駅に到着すると、すでに皆さんお集まりだっ

た。あまりの晴天に熱中症を避け歩きから車での移動に変更。まず、御所町北西部にある遠見遮断で一度振り向か

ないと見落としがちな高札場に移動。平成 20年 3月に復元された高札を見ながら楠さんに説明を伺った。その後、

町並み観察をしながら円照寺へ移動(①)。円照寺では楠さんから本堂のつくりや、平成 16年の本堂大屋根修理の模

様の説明、極上品とされる御所柿復活の話などがあった(②③④)。次にいよいよ昔の資料の宝庫である中井さんのお

宅を訪問。玄関に当時のまま残る高札が３つ飾られ、他にも当時使われていたものが置かれていた(⑤)。国登録有形

文化財に登録されている中井邸の中は、迷路のようなつくりになっており、私が小さい頃同じような家の中でかく

れんぼをしたのを思い出した。いよいよ検知絵図の解説を本物とコピーを見比べながらしてもらった(⑥)。現物は時

を経た紙のにおいと、仕舞われて染み付いた箱のにおいがした。その後、小松原先生がまちゼミの今年度の活動の

説明を行い、中嶋も京都歴史回廊協議会のインターンシップの説明をし、竹田さんも研究の御説明をされた。 
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2011 年 11 月 13 日 御所まち霜月祭 
① 御所駅前にて ②岸本邸前で、楠さんから説明を聞く

③中井邸内で当主の話を聞く ④行者おねりを見学

⑤行燈づくりにも参加 ⑥円照寺本堂前

参加者：北山、竹本、丹野、東、藤本、松尾［小松原ゼミ（ 年）］、岡、真柴、宮島［小松原プレゼミ

（ 年）］、中嶋［安村ゼミ（ 年）］、前田［麻生ゼミ（ 年）］

テーマ「御所市における歴史的建造物群のイベントによる利活用に関する体験的観察」

目的：御所市における歴史的建造物群の利活用の現状について、イベントへの市民の皆さんのかかわり

方を、それへの参加者の立場から観察し、御所市民と保存活動への理解を深める。

集合時間と場所：午前 時、 御所駅前

【奈良より御所までの連絡】

所要時間： 分 乗車： 分、その他： 分 乗車料金： 円 乗車券

発着時間：ＪＲ奈良 時 分発 快速 関西本線、王寺 時 分着、同 時 分発 普通 和歌山

線、御所 時 分着
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2011 年 11 月 13 日 御所まち霜月祭 
⑦ 中心商店街を通って「ごせまち」へ ⑧ 背割り用水路の説明を聞く

⑨ 地元の小学生作成の環境壁新聞の前で ⑩ 土蔵の中でクラシックコンサート

2011 年 11 月 13 日 御所まち霜月祭 
① 御所駅前にて ②岸本邸前で、楠さんから説明を聞く

③中井邸内で当主の話を聞く ④行者おねりを見学

⑤行燈づくりにも参加 ⑥円照寺本堂前

参加者：北山、竹本、丹野、東、藤本、松尾［小松原ゼミ（ 年）］、岡、真柴、宮島［小松原プレゼミ

（ 年）］、中嶋［安村ゼミ（ 年）］、前田［麻生ゼミ（ 年）］

テーマ「御所市における歴史的建造物群のイベントによる利活用に関する体験的観察」

目的：御所市における歴史的建造物群の利活用の現状について、イベントへの市民の皆さんのかかわり

方を、それへの参加者の立場から観察し、御所市民と保存活動への理解を深める。

集合時間と場所：午前 時、 御所駅前

【奈良より御所までの連絡】

所要時間： 分 乗車： 分、その他： 分 乗車料金： 円 乗車券

発着時間：ＪＲ奈良 時 分発 快速 関西本線、王寺 時 分着、同 時 分発 普通 和歌山

線、御所 時 分着
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御所まち 地域資源発掘・発信事業打合せ 2012 年 8 月 7 日火曜日 14 時から 御所市本町赤塚邸 
【県立大学】金丸、辻、志村、小松原（引率教員） 【県庁】地域デザイン推進課：辻本、堀

【ごせまち】角南、楠、中井、吉田ほか市民の皆さん

打合せ会場には、エアコン

なし。古民家なので、外気

温よりは涼しい。

古民家の観察。「奈良県以

外だったらとっくに重伝

建地区に指定されている」

との感想の聞かれた。

では、今後、登録文化

財を増やす方向で活動を

進めるとのこと。

「 ごせまちネットワ

ーク創」の皆さんによる

「町屋等地域資源発掘・発

信事業」のための意識調査

や活動を進めるため、われ

われ奈良県立大学の有志

と話合い、お手伝いの可能

性を探るための打合せに

参加した。具体的な活動内

容：「 ごせ」執行部の

方での検討事項、学生の学

修活動の範囲でのお手伝

いの可能性について検討、

意見交換した。
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テーマ 町家等地域資源発掘・発信事業「地域資源発掘活動」の打合せと試行調査

日時 2012年 10月 27日（土） 場所 御所市商工会議所会議室、中井邸

① 商工会議所会議室にて ② 中井さんのお宅での打合せ

③ 楠さんから試行調査の説明 ④ 試行調査票の内容確認

⑤ 調査グループの編成 ⑥ 今後の行動計画の打合せ

◆ 奈良駅 時 分発に乗車、王寺、高田での乗換を経て、 時 分 御所駅着した。◆ 時よ

り打合せ会議を始めた。アンケートを含む調査活動について の方々との打合わせ、そこで確認した

項目を踏まえて、試行調査を実施した。この結果を踏まえて、聴き取り事項などの加除修正の検討をお

こなった。最後に今回の調査を行ってみての情報共有化と活動内容の改善点を話し合った。終了は

時過ぎ、現地で解散となった。◆帰りは 御所駅 時 分発、 奈良駅 時 分であった。◆今

回の試行調査に参加した学生の報告の中では、インタビュー調査の結果からわかったこととして、建築

年代、建築方式などのご自宅・町家に関する詳しい知識をもっている住民の方もおられたることに感心

していた。例えば、木材はすべてケヤキの木を使用しており、釘を使わずに組み合わせによって建てら

れたものであることや、重厚建築のため地震のとき横揺れは激しいが、家屋の物が落下したり、壊れた

りしたことはない。ということに興味深かったことが記されていた。また、 の方からは、御所が持

つ古民家を活かして活気あふれる多くの人が訪れる町にしたい。ことや、町家、古民家を活用した伝統

的・文化的なまちづくりへの意欲が語られた。

御所まち 地域資源発掘・発信事業打合せ 2012 年 8 月 7 日火曜日 14 時から 御所市本町赤塚邸 
【県立大学】金丸、辻、志村、小松原（引率教員） 【県庁】地域デザイン推進課：辻本、堀

【ごせまち】角南、楠、中井、吉田ほか市民の皆さん

打合せ会場には、エアコン

なし。古民家なので、外気

温よりは涼しい。

古民家の観察。「奈良県以

外だったらとっくに重伝

建地区に指定されている」

との感想の聞かれた。

では、今後、登録文化

財を増やす方向で活動を

進めるとのこと。

「 ごせまちネットワ

ーク創」の皆さんによる

「町屋等地域資源発掘・発

信事業」のための意識調査

や活動を進めるため、われ

われ奈良県立大学の有志

と話合い、お手伝いの可能

性を探るための打合せに

参加した。具体的な活動内

容：「 ごせ」執行部の

方での検討事項、学生の学

修活動の範囲でのお手伝

いの可能性について検討、

意見交換した。
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テーマ 町家に住まわれている方や所有者を中心にした意向調査【１】

日時 年 月 日（日） 場所 東御所と西御所一円

① 御所駅待合室での打合せ ② 調査に出発

③ 「ごせまち」で調査 ④ 石川先生のご指導のもとに

⑤ 玄関先で調査のお願い ⑥ 古民家の所有者からの聴き取り

学生から住民の方への質問内容と回答をいくつか紹介しておく。「町屋を有効に活用する方法として、

どのようなものが思い浮かびますか」という質問に対しては、「わからない。このまま現状維持をする

のが精いっぱい」。「今の御所についてどう思いますか」に関しては、「若い人がいない。高齢者がほと

んどとなってしまっている。若い人に御所にきてもらい、まちが活発になってほしい、」という意向が

示され、そのためにも「外からの人を受け入れてくれるまち。閉鎖的なまちでは決してない」という考

えが伺えた。「御所のまちで生活する上で不便だと感じるところなんですか」と尋ねると「昔からある

道は狭く、一方通行の道路も多い為大きな車が通りにくく不便に感じている」という答えが寄せられた。

「人口が少なくなっていることについて、どうお考えですか」と聞いてみると、「若い人がほとんど外

に出て行ってしまっているため、高齢者ばかりでさみしい」との回答を得、さらに、「観光客が来るこ

とについて（観光地化することについて）は」、「観光客が来ること自体は賛成。現在住んでいる町屋を

観光客に見学してもらうことにも賛成」と答えつつも、「しかし、御所について観光客にＰＲするもの

はないと感じている」との答えだった。今回の調査で、学生たちは、御所まちの町家を、より深く理解

し、改めて我々の故郷の素晴らしさを再認識する機会ともなった。
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年 月 日（火）赤塚邸にて 年 月 日（土）御所市商工会議所会議室

年 月 日（土）中井邸にて 年 月 日（日）アンケート調査

年 月 日（日）アンケート調査 年 月 日（土）追加調査

年 月 日（土）調査報告会 年 月 日（土）ワークショップ

テーマ 町家に住まわれている方や所有者を中心にした意向調査【１】

日時 年 月 日（日） 場所 東御所と西御所一円

① 御所駅待合室での打合せ ② 調査に出発

③ 「ごせまち」で調査 ④ 石川先生のご指導のもとに

⑤ 玄関先で調査のお願い ⑥ 古民家の所有者からの聴き取り

学生から住民の方への質問内容と回答をいくつか紹介しておく。「町屋を有効に活用する方法として、

どのようなものが思い浮かびますか」という質問に対しては、「わからない。このまま現状維持をする

のが精いっぱい」。「今の御所についてどう思いますか」に関しては、「若い人がいない。高齢者がほと

んどとなってしまっている。若い人に御所にきてもらい、まちが活発になってほしい、」という意向が

示され、そのためにも「外からの人を受け入れてくれるまち。閉鎖的なまちでは決してない」という考

えが伺えた。「御所のまちで生活する上で不便だと感じるところなんですか」と尋ねると「昔からある

道は狭く、一方通行の道路も多い為大きな車が通りにくく不便に感じている」という答えが寄せられた。

「人口が少なくなっていることについて、どうお考えですか」と聞いてみると、「若い人がほとんど外

に出て行ってしまっているため、高齢者ばかりでさみしい」との回答を得、さらに、「観光客が来るこ

とについて（観光地化することについて）は」、「観光客が来ること自体は賛成。現在住んでいる町屋を

観光客に見学してもらうことにも賛成」と答えつつも、「しかし、御所について観光客にＰＲするもの

はないと感じている」との答えだった。今回の調査で、学生たちは、御所まちの町家を、より深く理解

し、改めて我々の故郷の素晴らしさを再認識する機会ともなった。

－　 －9



フォトゼミ 2011 年 9 月 15 日木曜日 8 時 30 分から 11 時 30 分 集合：奈良市写真美術館 

出席者 竹本、藤本、中嶋

① 新薬師寺
 
 
 
 

② 新薬師寺界隈

③ 高畑、志賀直哉旧宅前
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引用文献 『入江泰吉の原風景・昭和の奈良大和路 昭和 ～ 年代 』
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『入江泰吉の原風景・昭和の奈良大和路-昭和 20～30 年代-』2011 年、光村推古書院 
この写真集の「読書」会も実施した。写真集を各自携え、入江の 5、60 年前の奈良のまちなみをとら

えた画像とわれわれが、同じアングルから撮影した今とを比較するツアーをした。写真美術館で入江の

写真展の鑑賞した後、新薬師寺からスタートした。変化した奈良と変わらない奈良の時空間の移動を楽

しんだ。写真と地図を利用しながら奈良での野外活動の方法を学生は習得できた。

鶴福院商店街

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

猿沢池

 
2011 年 9 月 15 日（木）実施 参加者：竹本、藤本（小松原ゼミ）、中嶋（安村ゼミ） 

 

フォトゼミ 2011 年 9 月 15 日木曜日 8 時 30 分から 11 時 30 分 集合：奈良市写真美術館 

出席者 竹本、藤本、中嶋

① 新薬師寺
 
 
 
 

② 新薬師寺界隈

③ 高畑、志賀直哉旧宅前
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引用文献 『入江泰吉の原風景・昭和の奈良大和路 昭和 ～ 年代 』
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テーマ 専門ゼミⅡ フィールドツアー 油阪から近鉄奈良沿線の変化の観察

日時 年 月 日 時 分より 場所 油阪交差点から近鉄奈良駅前までの登大路

①油阪駅跡 ②蓮長寺参道南（１）

③蓮長寺参道南（２） ④近鉄奈良駅前（１）

⑤近鉄奈良駅前（２） ⑥近鉄奈良駅前（３）

専門ゼミⅡの夏休み前の最終である。教室にて、各自卒論テーマに沿って先行研究調査の状況を報告し

合った。そして、休業中の学修計画を確認した後、このフィールドツアーの行程説明を行った。また、

当日も猛暑に付、日よけ対策や水分補給についての確認をした。その後巡検に出発した。油阪は大学の

間近であるので他のゼミの学生（水玉模様のＴシャツ）も「この暑い時に一体何をしているのか」と様

子を聞いていた（①）。大路を近鉄駅方向に上って行った。 ｍほどの所、蓮長寺参道（道幅数ｍ）と

片側２車線の登大路との交差点に信号がある（②）。なぜここに信号があるのかいつも不思議に思って

いたが、資料の写真と重ねると謎が解けた。それから入江写真に写っていた塗料屋さんも、向かいの大

和屋根の家も健在であった（②、③）。さらに歩を進め、近鉄奈良駅前に到着した。駅前の景観の半世

紀前との比較をした（④、⑤）。奈良交通のビルは 階建てになり、幸福相互銀行は関西アーバン銀行

になっていた。一連の観察を終え、日没の迫る 時 分頃に解散した（⑥）。その後有志で食事会を

もった。結果として、全員が参加した。会場は先ほどの奈良交通のビルの 階の「大和路」という和食

屋で、串揚げなどに舌鼓を打ちつつ歓談を交わした。
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専門ゼミⅡ フィールドツアー資料 「油阪から近鉄奈良沿線の変化」 2012 年 7 月 16 日 

1 
 

油阪駅

油阪高架東方

蓮長寺参道南下

近鉄の高架が歩道と交わ

る所

藤井辰三編（ ）『ふるさとの想い出写真集 明治・大正・昭和 奈良』国書刊行会

テーマ 専門ゼミⅡ フィールドツアー 油阪から近鉄奈良沿線の変化の観察

日時 年 月 日 時 分より 場所 油阪交差点から近鉄奈良駅前までの登大路

①油阪駅跡 ②蓮長寺参道南（１）

③蓮長寺参道南（２） ④近鉄奈良駅前（１）

⑤近鉄奈良駅前（２） ⑥近鉄奈良駅前（３）

専門ゼミⅡの夏休み前の最終である。教室にて、各自卒論テーマに沿って先行研究調査の状況を報告し

合った。そして、休業中の学修計画を確認した後、このフィールドツアーの行程説明を行った。また、

当日も猛暑に付、日よけ対策や水分補給についての確認をした。その後巡検に出発した。油阪は大学の

間近であるので他のゼミの学生（水玉模様のＴシャツ）も「この暑い時に一体何をしているのか」と様

子を聞いていた（①）。大路を近鉄駅方向に上って行った。 ｍほどの所、蓮長寺参道（道幅数ｍ）と

片側２車線の登大路との交差点に信号がある（②）。なぜここに信号があるのかいつも不思議に思って

いたが、資料の写真と重ねると謎が解けた。それから入江写真に写っていた塗料屋さんも、向かいの大

和屋根の家も健在であった（②、③）。さらに歩を進め、近鉄奈良駅前に到着した。駅前の景観の半世

紀前との比較をした（④、⑤）。奈良交通のビルは 階建てになり、幸福相互銀行は関西アーバン銀行

になっていた。一連の観察を終え、日没の迫る 時 分頃に解散した（⑥）。その後有志で食事会を

もった。結果として、全員が参加した。会場は先ほどの奈良交通のビルの 階の「大和路」という和食

屋で、串揚げなどに舌鼓を打ちつつ歓談を交わした。
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専門ゼミⅡ フィールドツアー資料 「油阪から近鉄奈良沿線の変化」 2012 年 7 月 16 日 

2 
 

年 月 日に南寄りの元貨物取扱

駅に移り、その仮駅は地下の本駅舎の完

成する 年 月まで使用された。

藤井辰三編（ ）『ふるさとの想い出

写真集 明治・大正・昭和 奈良』国書刊

行会

高天交差点付近、 年頃

引用文献 入江泰吉記念奈良市写真美

術館編（ ）『入江泰吉の原風景・昭

和の奈良大和路 昭和 ～ 年代 』光

村推古書院

頁

近鉄奈良駅前 年

引用文献 入江泰吉記念奈良市写真美

術館編（ ）『入江泰吉の原風景・昭

和の奈良大和路 昭和 ～ 年代 』光

村推古書院 頁
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奈良市内旧市街きたまち 2015 年 2 月 4 日 

テーマ 構造物の景観変化からみた奈良市旧市街の変容

① 黒髪橋の全景 ② 黒髪橋付近の廃屋

③ 荒廃するドリームランド ④ バス停は現在も健在

⑤ 大仏鉄道の線路跡の宅地 ⑥ 鉄道用地跡に建つ県立大学

世紀の末葉に、奈良駅から加茂駅まで関西鉄道大仏線が通っていた。開通から 年で廃止、 世

紀余りを経過した現在その跡地は、道路（①）や宅地（⑤）や大学用地（⑥）として利用されている。

①ではかつてはトンネルであったが、現在は開削されて切通になっている。また、⑤の宅地は当時の地

籍を反映し、道路に対して斜めになっている。また、⑥の大学の敷地の西端の部分には当時の鉄道用の

土手の崖を補強した石垣が残っている。

年代以降にはレジャーパークとして、このドリームランドの界隈は賑わった。しかし、その後は

客足が遠のき、 世紀に入って閉園に至った。バス停に夢のあとをしのぶのみである（④）。かつて家

族連れで賑わった正面ゲートへのアプローチも現在は荒れ放題である（③）。また、向かいの店舗も閉

鎖され、廃屋と化している（②）。廃墟巡りの被写体にもなっている。この地域は、古都奈良の世界遺

産登録地域の「裏側」にあたる。奈良市の東部、いわゆる旧市街は古都奈良の歴史的景観が世界遺産と

しても登録されており、その保全には強い関心がはらわれている。しかし、その一方で、こうした隣接

地域では都市的土地利用の放棄による荒廃もみられることがわかる。
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小松原研究室 野外活動教材 「平城宮跡今昔」

奈文研所蔵の「岡田庄三写真展の展示データ一覧」より作成 
1 

 

佐紀町バス停より南 ｍ位の

所より南南東方向。第一次大極殿付近より望む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第一次大極殿付近より南南東を望

んだ風景。昭和 年代当時、このあたりは一面の

田んぼが広がっており、農道が南に伸びていた。

道の先が、現在朱雀門がある方向。稲刈りが終わ

り農家の方が、すりぬか（米のもみ殻）をまこう

としている光景がみえる。佐紀町バス停より南

ｍ位の所より南南東方向。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第一次大極殿の南から東を望む

背後にみえる三笠山の稜線から、かろうじて２つ

の写真が同じ位置からの撮影であることが分か

る。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その右奥に （昭和 ）年か

ら （平成４）年にかけて整備された宮内省の

建物がのぞいている。佐紀駐在所南 ｍ位の所

より東方向である。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第二次大極殿跡西 より西方

向。写真右端には、旧八木邸がみえる。また左端

には、現在の奈良文化財研究所の庁舎（当時の県

立奈良病院）がある。

第二次大極殿跡西 より西方

向を望む。 年後の旧八木邸の場所には、復原工

事中の第一次大極殿の覆屋が写っている。
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小松原研究室 野外活動教材 「平城宮跡今昔」

奈文研所蔵の「岡田庄三写真展の展示データ一覧」より作成 
2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐紀町バス停より北 ｍ位の所

より東方向、西より大膳職を望む。写真中央やや

左寄りにある建物は佐紀駐在所で、現在は南の一

条通り沿い（右写真右端の信号機隣）に移転され

ている。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第一次大極殿の北側は奈良時代、

平城宮の給食センター「大膳職」があった場所で、

発掘調査の成果をもとに建物の柱の跡がイヌツ

ゲの木で表示されている。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第二次大極殿跡南西より北東方

向。西より第二次大極殿を望む。大正期、第二次

大極殿周辺は史蹟に指定され整備された。大極殿

の土壇の前には石標が建てられた（この石標は、

現在も同じ場所に立っている）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第二次大極殿は （昭和 ）

年に石づくりの基壇に復原整備され、前の広場に

は儀式の時に置かれた旗を取り付ける７本の柱

も設置された。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第二次大極殿には、黒松が植え

られている。この木は、 （明治 ）年、平城

遷都千二百年祭のおりに植栽された。左右には案

内板が立っており、左は奈良県教育委員会が昭和

年に作成した平城宮跡の解説。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第二次大極殿跡正面より北方

向。第二次大極殿基壇（南から）。
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小松原研究室 野外活動教材 「平城宮跡今昔」

奈文研所蔵の「岡田庄三写真展の展示データ一覧」より作成 
3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第二次大極殿跡東より西方向。

第二次大極殿基壇（東から）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第二次大極殿は、昔から土壇の

高まりが残っており、地元の人々からは「大黒の

芝」と呼ばれていた。またその南の朝堂院・朝集

殿院にも建物の土壇が残っている。このあたり

は、奈良時代の名残をとどめており早くから都の

あととして知られてきた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

笠の形をしたのは、「じんど」とい

って稲刈りの後の藁（わら）を束ねたもの。使う

時のために、こうして乾燥させ置いた。この頃の

平城宮跡の典型的な秋の風景。「じんど」ごしに第

二次大極殿の黒松と石標がみえる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第二次大極殿西より東方向。第

二次大極殿をのぞむ（西から）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第二次大極殿跡東側を北西方

向。第一次・第二次大極殿を望む（東から）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 。右端に第一次大極殿（建設中）、

左端に第二次大極殿が写っている。手前にある

「東樓阯」の石標は、大正期の整備で設置された

もの。その後 年代の整備により、地面に土

を盛り石敷きにしたため石標が少し埋もれてし

まっているのが分かる。
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小松原研究室 野外活動教材 「平城宮跡今昔」

奈文研所蔵の「岡田庄三写真展の展示データ一覧」より作成 
4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 西南西より、平城宮阯保存紀念

碑。内務省 「平城宮阯調査報告」口絵より。

（大正 ）年、奈良大極殿阯保存会は平城宮

跡が史蹟に指定されたのを記念し「平城宮阯保存

紀念碑」を建てた。石碑のまわりに石柱の囲いと

松の木がある。 （大正 ）年の整備報告写真

にはこの囲いと松が写っており、大正期のものが

この時期まで残っていたことが分る。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今もその石碑はそびえている。

【注記】本資料は、独立行政法人奈良国立文化財研究所と岡田庄三さんの承

認を得て、大学における野外活動教育の教材として利用するため、岡田さん

の写真と文章を利用して小松原尚が教材編成したものである。本資料に掲載

の写真と文章の著作権は岡田庄三さんに属し、無断転載や複写は禁じられて

いる。
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第二次大極殿西より東方向。第

二次大極殿をのぞむ（西から）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第二次大極殿跡東側を北西方

向。第一次・第二次大極殿を望む（東から）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 。右端に第一次大極殿（建設中）、

左端に第二次大極殿が写っている。手前にある

「東樓阯」の石標は、大正期の整備で設置された

もの。その後 年代の整備により、地面に土

を盛り石敷きにしたため石標が少し埋もれてし

まっているのが分かる。
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学外講義報告書 産業観光論（神戸国際大学）後期 土曜日 ②限 2010 年 1 月 8 日実施 

本時講義のテーマ 奈良平城宮跡観察ツアー－地域の産業と共存する世界遺産－
参加者 何佳寧、 川崎瑠美、 関英恵、指導教員：小松原尚
当日の準備 奈良市内は氷点下の気温であったので教員がホッカイロを用意し、学生に配布し

た。川崎、関の２名が使用した。立寄観察地点を記録する課題用紙を用意した。

講

義

内

容

１）近鉄新大宮駅：周辺はオフィスや集合住宅、宿泊施設も立地、平日は通勤・通学客の乗り降

りで賑わう。休日はハイキング客の待合せ地点の つともなっている。

２）平城宮跡まで、古都奈良の路上観察：

大宮通を西へ向かう。この道路は奈良のメインストリートの つである。道路沿いには市役所

や警察署などの公的機関や企業のオフィスが並んでいる。また、逆に東に行くと登大路となり、

奈良公園へと通じる観光道路でもある。この時期は初詣のラッシュが過ぎ、道路も空いていた。

朱雀門の周辺は化学工場の敷地が迫っておりその様子も観察した。また、門を抜けるとすぐに

近鉄電車の線路があるということも地域の産業と世界遺産の共存を考える上で重要と指摘した。

さらに、平城宮跡は昨年の遷都 年祭のメイン会場であり、現在その撤収作業が進行している。

公共事業のあり方を考える上でも素材となった。

３）長屋王邸宅跡：邸宅の一部を構成する庭園を見学した。邸宅の敷地の広さは甲子園球場の

倍であること、大部分は大規模小売店舗の下になってしまっていることを説明した。

４）遺構展示館： 年前の地層が発掘されたまま保存されている。全国的にも珍しい展示方法

である。解説ボランティアの方の説明を聞きながら見学した。

５）奈良文化財研究所平城宮跡資料館企画展示室：時間の関係で内部の見学は省略し、ここで当

日の見学ポイントを振り返り、課題用紙を完成させた。

通ったコースを上の地図に記入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新大宮駅前の案内図で周辺の状況や平城宮跡ま

でのコースを確認した。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長屋王邸宅の一部宮跡庭園の説明を読む。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平城京の全体を示す足元のコンクリート製の地

図を見学し、朱雀門と大極殿を眺める。
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ワークシート 
産業観光論（神戸国際大学）後期土曜日 ②限 学外講義 2011 年 1.月 8 日実施 
課題 観察ポイントごとに気づいたことを記入しなさい。本日提出

自分の番号と名前に○ 何佳寧 川崎瑠美 関英恵

１）近鉄新大宮駅

２）平城宮跡まで、古都奈良の路上観察

３）長屋王邸宅跡

４）遺構展示館

５）奈良文化財研究所平城宮跡資料館 企画展示室

６）通ったコースを上の地図に記入しなさい。 
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新大宮駅前の案内図で周辺の状況や平城宮跡ま

でのコースを確認した。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長屋王邸宅の一部宮跡庭園の説明を読む。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平城京の全体を示す足元のコンクリート製の地

図を見学し、朱雀門と大極殿を眺める。
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平城京歴史館研修会 2011 年 7 月 26 日（月）14 時から 16 時まで 

参加者 北山、竹本 【引率教員】小松原

① 大和西大寺南口よりアンダーパスへ ② 玉手門より平城宮跡へ

③ 朱雀門と歴史館への道 ④ 遣唐使船デッキから展望

⑤ ＶＲシアター内部 ⑥ 歴史館からの帰路

大和西大寺駅の南改札を出て線路沿いをしばらく歩くと近鉄線のアンダーパスへの入口に至る（①）。

目的地は近鉄線の南に広がっているのでここをくぐって良いものかとしばし思案した。結論は「そのま

ま行く」で良し。このパスは橿原線と電車整備工場の下を通るためのものであった。ほどなく奈良線と

交差する道路に出た。それに沿って南行すると玉手門跡に着く。向かいは旧「かんぽの宿」である。そ

のまま園地の中へと入っていく（②）。灌木林を抜けると砂利道の先に目的地である平城京歴史館とそ

の隣の朱雀門を遠望できる（③）。そのまま道なりに進む。舗装道路と違い、砂利道は心なしか涼しい

感じがする。ほぼ定刻に研修会が始まった。施設運営の責任者による挨拶の後、県立図書情報館館長の

千田先生による講演があった。その中で、平城宮跡の歩き方として、コースのスタートを大和西大寺駅

ではなく、新大宮駅（あるいは、尼ヶ辻駅、ＪＲ奈良駅）から始めるとの提起があった。小松原は本年

１月にそのコースでエクスカーションを計画・実施しており、強力な補強意見を得た感があった。新大

宮コースは現在、奈良の暮らしと遺跡の利活用や位置づけを考える上で恰好のコースとなるからである。

季節が改まれば、ゼミ生の皆さんと一度体験してみたいと思う。さて、講演後の休憩時間に館内の見学

を行った。遣唐使船の甲板からは例の「駐車場」、近鉄電車と大極殿を遠望できた（④）。ＶＲシアター

（⑤）にて３Ｄ画像による当時の平城宮見学の後、大和西大寺駅に向け、帰途についた（⑥）。
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テーマ 坂本における寺内町の街並み研究

日時 平成 年５月３日（月）憲法記念日 場所 滋賀県大津市坂本 西教寺

① ②

③ ④

⑤ ⑥
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「科技创新・城市发展」

（イノベーションと都市の発展）  
 

 

 

 

小松原 尚

 

この資料は、 2014 年 11 月 22 日（土曜日）に、上海師範大学外賓楼 101

会議室にて開催された、「沿岸域開発のイノベーションと都市の変容」をテー

マとする 2014 年度中日人文地理・観光研究所国際セミナーにおける講演に

おいて使用したものである。内容は、奈良県立大学における地域志向教育の

ために作成したスライド教材をもとにしている。本文中に色を指す記述があ

るのは、原図がカラーであり、それを説明しているからである。  

地域志向教育とは、日常の講義、すなわち座学で学んだことを大学の外で

学生自らが実際に確認する教育である。同時に、学生が訪れた地域において、

その活動がそこで生活する人々にとっても、暮らしつづけるための刺激とな

るものである。本学の学生は大阪方面からの通学者が多くこのため、奈良県

との関連から大阪湾岸も取り上げる必要がある。

近年、中国語を使用する国や地域から、本学で学ぼうとする学生・生徒も

増加している。その際に教育効果を高めるためには、中国語による教材の開

発が不可欠である。その一つの試みがこの資料なのである。上記セミナーに

おいては、この資料の中国語本文と画像を主体としたスライドを使用した。

上海師範大学の学生も多数出席しており、彼らの反応を確かめられた。結果

は良好であった。

中国語本文の作成には、京都大学工学部地球工学科二回生の張 錚さんの協

力を得た。さらに、上海師範大学教授・王承云先生には、講演素材の閲読を

賜った。記して感謝申し上げる。  
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1、正如大家所知道

的，河流的出海口能

够形成冲积平原，而

地处海陆交界之处的

城市被称为沿海城市，

日本的大城市也多位

于此。就以大阪为例，

大阪就是利用扩大的

陆地面积从而得到进

一步的发展和改造的

典型城市。在 17 世纪初期以前，大阪的陆地面积一直都比较狭窄，像现在的

USJ 大型游乐场、水族馆等休闲游乐场所以及一些工厂所在地在当时其实都还

是海底，这条蓝色的线表示的就是 1704 年的海岸线。此处顺带一提，大阪的

名字是到 19 世纪中期才有的，在这之前其实叫做大坂。  

2、从 17 世纪后半叶开

始，大阪的陆地面积开

始逐渐扩大，这时的海

岸线用黄线表示。通过

观察 18 世纪与 19 世纪

大阪的海岸线，此处海

岸线分别用绿线和蓝线

表示，可以发现从 17

世纪后半叶开始扩大的

陆地面积一目了然。在

当时，人们在浅海区域

趁退潮之际设置堤防，

这些地方因此而得到了

陆地化，从而能够进行开垦来增加大米产量，这就是当时的开垦事业，也是堤

防建设和革新时期。  
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3、从 19 世纪后半叶起，日本进入了工业生产的革新阶段。就以现在大阪市大

正区南部为例，由于 19 世纪中期的开垦，水田的面积因此得到了增加，继而

又在水田所在区域填土造地，在此之上再兴建制铁和造船的工厂，日本近代先

进地区就这么出现了。  

 
4、现在 USJ 大型游乐场所在的地方在大约 30 年前正是金属制造厂和造船工

厂的所在地。请看，这些是 1930 年左右的地图和照片。当时这个区域是日本

工业生产必不可少的地区之一。但是到了 20 世纪末期，由于中韩两国金属制

造业和造船业的迅速发展及扩大，日本此类生产开始逐渐减少。  
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5、 虽 然 日

本的工业生

产从那时起

开始减少，

但是取而代

之的是服务

业的发展。

日本开始在

原先工厂所

在的位置建

设大型主题

游乐场来吸

引游客，并

通过门票的销售以及相关商品的贩卖来增加工业生产带来的收入。  

6、大家请看这张照片，这是 1930 年左右大

阪港口的样子，到处都能看到用来保管船只

运送来的货物的仓库。如果比较当年的地图

和现在的地图，就可以发现，当初做贸易的

场所变成了现在的水族馆、购物中心等等休

闲场所。这就是船舶运输方式的变革带来的

港湾地区土地利用方式的变化。  
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7、综上所述，由于日本大城市大多位于沿海地区，所以迄今为止，日本大城

市的发展事实上就是沿海地区改革的产物。从 17 世纪到 18 世纪，日本通过工

程技术的改革，使得浅海地区水田化。而 19 世纪后半叶到 20 世纪，产业改革

又使得城市发展为工业生产的中心。 20 世纪至 21 世纪期间，在充分利用产业

改革成果后，工厂设施减少，休闲设施增加，服务业得到了进一步发展。从 17

世纪起的一系列变革使得日本的大城市完成了从工业生产的中心到以服务和消

费为主的功能转换。  

 

文献  

山本三生ほか編集『日本地理体系第七巻・近畿篇』改造社 ,1929 

奥野一生著『新・日本のテーマパーク研究』竹林館 ,2008 

帝国書院編集部編『地歴高等地図－現代世界とその歴史的背景－』帝国書

院 ,2012 

 

【日本語の原文】  

１）日本の大都市は河川河口の平野にある。大阪を例に、日本の都市の発展

を陸域の拡大とその土地利用の変化からみてみよう。尚、海域との境界線を

形成する陸域を沿岸域という。大阪（ 19 世紀半ばまでは大坂）では、 17 世

紀の初めまでは、陸地は狭かった。現在、ＵＳＪ、海遊館（大型の水族館）

のようなレジャー施設や工場のある場所は、海底だった。青い線が 1704 年

時点の海岸線である。  

２）大坂では 17 世紀後半（黄線）から徐々に陸地を増やしていった。 18 世

紀（緑線）、 19 世紀（青線）とみていくと、徐々に陸域が拡がったことがわ

かる。米の生産を増やすために浅い海底を海水が少ないときに堤防で囲んで

陸地化した。これを干拓事業という。この背景には、この時期に堤防建設の

イノベーションがあった。  

３）19 世紀の後半から、日本は工業生産のイノベーションが活発になる。例

えば、現在の大阪市大正区の南部をみると、19 世紀中には干拓が進み、水田

が増えた。その後、水田を埋め立て、そこに製鉄や造船の工場を建設し、日
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本の近代化の先進地域になった。  

４）現在、USJ のある場所は、 30 年ほど前まで造船所や金属製造の工場地

帯であった。地図と写真はさらに昔、 1920～ 30 年代のものである。この地

域は日本の工業生産にとって必要不可欠の地域に一つであった。その後、20

世紀の終わりごろから鉄鋼や造船の生産は減少する。その理由は、中国や韓

国が生産を拡大したからである。  

５）そこで日本では、サービスの生産に関するイノベーションが活発化する。

それまで工場のあった場所にテーマパークを建設し、多くのお客さんに来て

もらい、入場料やそこで商品を販売することによって工業生産を上回る収入

を得ようとしたのである。  

６）写真は 1930 年代の大阪港の様子である。船に積んで来た荷物を保管す

るための倉庫が建並んでいる。その年代の地図を、現在のもの（ 2000 年）と

比較すると、貿易のための土地利用から、水族館（海遊館）や商業施設など、

レジャーや買物のための場所へと変わったことがわかる。船舶による輸送方

法のイノベーションの結果、港湾地域の土地利用が変化したのだ。  

７）これまでの話をまとめておこう。日本の大都市は沿岸域にあるので、現

在までの日本の都市の発展は沿岸域での様々なイノベーションの成果である。

17 世紀から 18 世紀には、土木技術のイノベーションによって、水深の浅い

海底を水田化していった。 19 世紀の後半から 20 世紀には、産業のイノベー

ションによって、都市は工業生産の中心地となった。 20 世紀から 21 世紀に

かけては、工場は減少し、代ってレジャー施設がつくられた。それらはこれ

までの産業のイノベーションの成果を活用している。そして、サービスの生

産に関する面のイノベーションも進展した。その結果、日本の大都市は、工

業生産の中心地から、サービスの生産と消費のそれへと変化した。  

7、综上所述，由于日本大城市大多位于沿海地区，所以迄今为止，日本大城

市的发展事实上就是沿海地区改革的产物。从 17 世纪到 18 世纪，日本通过工

程技术的改革，使得浅海地区水田化。而 19 世纪后半叶到 20 世纪，产业改革

又使得城市发展为工业生产的中心。 20 世纪至 21 世纪期间，在充分利用产业

改革成果后，工厂设施减少，休闲设施增加，服务业得到了进一步发展。从 17

世纪起的一系列变革使得日本的大城市完成了从工业生产的中心到以服务和消

费为主的功能转换。  
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【日本語の原文】  

１）日本の大都市は河川河口の平野にある。大阪を例に、日本の都市の発展

を陸域の拡大とその土地利用の変化からみてみよう。尚、海域との境界線を

形成する陸域を沿岸域という。大阪（ 19 世紀半ばまでは大坂）では、 17 世

紀の初めまでは、陸地は狭かった。現在、ＵＳＪ、海遊館（大型の水族館）

のようなレジャー施設や工場のある場所は、海底だった。青い線が 1704 年

時点の海岸線である。  

２）大坂では 17 世紀後半（黄線）から徐々に陸地を増やしていった。 18 世

紀（緑線）、 19 世紀（青線）とみていくと、徐々に陸域が拡がったことがわ

かる。米の生産を増やすために浅い海底を海水が少ないときに堤防で囲んで

陸地化した。これを干拓事業という。この背景には、この時期に堤防建設の

イノベーションがあった。  

３）19 世紀の後半から、日本は工業生産のイノベーションが活発になる。例

えば、現在の大阪市大正区の南部をみると、19 世紀中には干拓が進み、水田

が増えた。その後、水田を埋め立て、そこに製鉄や造船の工場を建設し、日
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観光産業論学外講義／産業観察ツアー／大阪湾産業観察ツアー－沿岸域開発の歴史を歩く－2010 年 12 月 11 日実施 
 

出席者 何佳寧、川崎瑠美、関英恵、引率教員 小松原 尚

桜島駅 時 分集合

コースの概要の確認

港湾地帯なので大型車両も通過するゆえ、

安全に十分注意

徒歩にて天保山渡船場まで移動

ここは道路の一部であることを説明

天保山登山

「登山」という言葉に緊張したが、

足元に山頂があることに驚く

サントリーミュージアムへ

周辺の施設配置を確認

港湾地帯のリニューアルの状況を

観察する。

その後、ポスター芸術鑑賞

世紀後半からの産業社会の形成を

ポスターの変化から観察する。

入館料 円
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足元に山頂があることに驚く

サントリーミュージアムへ

周辺の施設配置を確認

港湾地帯のリニューアルの状況を

観察する。

その後、ポスター芸術鑑賞

世紀後半からの産業社会の形成を

ポスターの変化から観察する。

入館料 円
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テーマ 大阪ベイエリア 産業立地セミナー／現地見学会

日時 年 月 日 金 場所 大阪府咲洲庁舎 階～臨海部

① 参加者の一部、咲洲庁舎 階 ② 咲洲庁舎 階からみる と ’ 岸壁

③ 咲洲庁舎 階からみる夢洲、舞洲 ④ 見学バスの車内

⑤ 夢洲の造成地 ⑥ 夢舞大橋を渡り、舞洲へ

第一部のセミナーを終え、第二部の現地見学会に移った。まず、咲洲庁舎の 階に上がり、担当者の

説明を受けた ① 。庁舎の足下には物販や娯楽施設群が見えた。このあたりはベイエリア開発の先行地

区である ② 。また、このフロアーからは後程見学の咲洲、舞洲の両地区も遠望できた。写真右に夢舞

大橋がかすかに見えた ③ 。参加者は全体で 人程、大型バス３台に分乗した。車内のディスプレイ

では、夢洲完成時を想定した 画像が流された ④ 。夢洲は、咲洲との対岸部分はコンテナ岸壁とし

て、供用されているものの、大半は、今後の開発と分譲に委ねられている。⑤はその敷地内である。コ

ンテナ用のクレーン群を遠望でき、左端には③でもふれた夢舞大橋がみえる。その夢舞大橋は緊急時は

度回転し、大型船舶の通路も確保できるように設計された可動橋である ⑥ 。
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テーマ 「土曜日の研究」大阪編３回目、大阪市大正区、住之江区、西成区

日時 平成 年 月 日［土］ 時出発 場所 大正駅集合・解散、大阪の渡船巡り

①大正郵便局前 ②千歳渡船場

③船町渡船場待合所 ④日立造船築港工場前

⑤千本松渡船 ⑥落合下乗船

【参加学生】橋爪浩平（村田ゼミ 年）、竹本泰隆（小松原ゼミ 年）、松井明子、吉川彩香（以上 名、

小松原ゼミ 年）

【引率教員】小松原尚 
【フィールドツアーの概要】JR 大正駅より大正通を南行、大正郵便局前（①）で位置確認する。最初

の渡船場である「千歳」（②）に到着する。橋も併用されており、橋爪君はそちらを利用する。眺望が

良かったとのことであった。この情報をもとに「実習」では、ここは橋を渡ることになる。工場街への

通路でもある船町渡船場（③）から、日立造船（④）や中山製鋼所の脇を通過する。木津川渡船を利用

し、住之江区、西成区へと移動する。千本松渡船（⑤）や落合下渡船（⑥）、落合上渡船を利用し、大

正区へと戻った。 

テーマ 大阪ベイエリア 産業立地セミナー／現地見学会

日時 年 月 日 金 場所 大阪府咲洲庁舎 階～臨海部

① 参加者の一部、咲洲庁舎 階 ② 咲洲庁舎 階からみる と ’ 岸壁

③ 咲洲庁舎 階からみる夢洲、舞洲 ④ 見学バスの車内

⑤ 夢洲の造成地 ⑥ 夢舞大橋を渡り、舞洲へ

第一部のセミナーを終え、第二部の現地見学会に移った。まず、咲洲庁舎の 階に上がり、担当者の

説明を受けた ① 。庁舎の足下には物販や娯楽施設群が見えた。このあたりはベイエリア開発の先行地

区である ② 。また、このフロアーからは後程見学の咲洲、舞洲の両地区も遠望できた。写真右に夢舞

大橋がかすかに見えた ③ 。参加者は全体で 人程、大型バス３台に分乗した。車内のディスプレイ

では、夢洲完成時を想定した 画像が流された ④ 。夢洲は、咲洲との対岸部分はコンテナ岸壁とし

て、供用されているものの、大半は、今後の開発と分譲に委ねられている。⑤はその敷地内である。コ

ンテナ用のクレーン群を遠望でき、左端には③でもふれた夢舞大橋がみえる。その夢舞大橋は緊急時は

度回転し、大型船舶の通路も確保できるように設計された可動橋である ⑥ 。
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大阪市大正区渡船巡りツアー（小松原）

1 
 

．天保山 てんぽうざん）渡船場

．甚兵衛（じんべえ）渡船場

．千歳（ちとせ）渡船場

．落合上（おちあいかみ）渡船場

．落合下（おちあいしも）渡船場

．千本松（せんぼんまつ）渡船場

．船町（ふなまち）渡船場

．木津川（きづがわ）渡船場

土 時に 大正駅集合、まちゼミ

まちゼミの皆さん

小松原です。

小松原の専門ゼミ３年生、４年生を中心にして以下

の要領で、フィールドツアーを実施します。

今回は、大阪の渡船巡りです。船賃は無料です。

土 時に 大正駅集合、終了は 時を予

定しています。

水都大阪の、今までとは異なった側面を体験で

きるでしょう。

大正区内を歩きます。人口の ％が、

沖縄出身者・関係者という土地柄でもありま

す。

大阪の旧開の工場地帯ともいえます。

また、様々な映画のロケ地にもなりました。
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大阪市大正区渡船巡りツアー（小松原）
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◆千歳（ちとせ）渡船場◆大阪港復興事業の一

つとして大正区の内港化工事を行った際、既設

の千歳橋が撤去され、その代わりの施設として

設けられた。昭和 年 月にそれまでの民営か

ら港湾局の所管とし（同 年 月直営化）、同

年建設局に移管された。大正区鶴町三丁目と

同区北恩加島二丁目（岸壁間 メートル）間

を運航している。平成 年度現在 日平均約

人が利用している。◆大正区北恩加島二丁

目 － 地下鉄、 大正駅から市バス 、

、 系統「新千歳」下車、南西へ徒歩

分◆大正区鶴町四丁目 － 地下鉄、 大正

駅から市バス「鶴町四丁目」行き「鶴町四丁目」

下車、北東へ徒歩 分

◆船町渡船場◆大正区鶴町 丁目と同区船町

丁目を結ぶ（岸壁間 メートル）。平成 年度

現在、 日平均約 人程度が利用している。

昭和 年代後半から 年代にかけて、川幅が

狭いことを利用して対岸まで船を連ね、その上

に板を敷いて人や自転車が通行していた。◆大

正区鶴町一丁目 － ：地下鉄、 大正駅から

市バス「鶴町四丁目」行き「鶴町一丁目」下車、

南へ徒歩 分。◆大正区船町一丁目 － 地

下鉄、 大正駅から市バス 、 系統「西船

町」行き「西船町」下車、北へ徒歩 分。

◆木津川渡船場◆大正区船町 丁目と住之江区平林北

丁目を結ぶ（岸壁間 メートル）唯一の港湾局管理の

渡船である。昭和 年 月からカーフェリー（「松丸」

トン）が運航していた。乗用車から大型トラックま

で運搬し得る能力を持っていたが、上流部に千本松大橋

が開通した昭和 年の翌年からカーフェリーは廃止さ

れ、人と自転車のみを運ぶ渡船となった。利用者は大正

区の工場に通う人や住之江区の木材関係で働く人がほ

とんどである。水がきれいになったためか、渡り鳥が飛

来する姿が見られる。平成 年度現在 日平均約

人が利用している。◆大正区船町一丁目 － 地下鉄、

大正駅から市バス 、 、系統「西船町」行き「中

船町」下車、南へ徒歩 分◆住之江区平林北一丁目

ニュートラム「平林」から市バス 系統「平林北 丁

目」行き「木津川渡し通」下車、北へ徒歩 分
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大阪市大正区渡船巡りツアー（小松原）
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◆千本松（せんぼんまつ）渡船場◆大正区南恩加島 丁目

と西成区南津守二丁目を結ぶ（岸壁間 メートル）。こ

のあたりは木津川の川尻に近く、江戸時代には諸国廻船の

出入りの激しいところであった。幕府は、舟運の安全のた

め水深を確保し、また防波堤のとしても役立つよう、天保

年（ ）ここに大規模な石の堤を築いた。千本松の名

は、この堤防の上に植えられた松並木に由来する。 千本

松の渡しが設けられた年代ははっきりしないが、大正時代

の中頃に初めて設けられたものと思われる。昭和 年に

千本松大橋が完成し、それとともに渡しは廃止されること

になっていたが、地元住民の強い要望によって存続するこ

とになり、現在も通勤通学の貴重な足として利用されてい

る。平成 年度現在 日平均約 人が利用している。

◆大正区南恩加島一丁目 ：地下鉄、 大正駅から市

バス「鶴町四丁目」行き「大運橋通」下車、東へ徒歩 分。

又は 系統「地下鉄住江公園」行き「千本松橋西詰」下

車、東へ徒歩 分。◆西成区南津守二丁目 － ：あべの

橋から市バス 系統「住吉川西」行き、なんばバスターミ

ナルから 系統「南津守」下車、西へ徒歩 分。又は地

下鉄住之江公園から市バス 系統「南津守二丁目」下車、

西へ徒歩 分。

◆落合下渡船場◆

大正区平尾一丁目

と西成区津守二丁

目を結ぶ（岸壁間

メートル）。毎

年 月下旬から翌

年 月下旬にかけ

て、数百羽のユリ

カモメが飛来す

る。

◆落合上渡船場◆大

正区千島 丁目と西

成区北津守四丁目を

結ぶ（岸壁間 メ

ートル）。平成 年

度現在、 日平均

人が利用している。

上流にある木津川水

門（防潮）が毎月

回程度開閉試運転の

ため閉まっているの

が見られる。
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出入りの激しいところであった。幕府は、舟運の安全のた

め水深を確保し、また防波堤のとしても役立つよう、天保

年（ ）ここに大規模な石の堤を築いた。千本松の名
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大阪市大正区渡船巡りツアー（小松原）

5 
 

 
 
 

－　 －44



テーマ 土曜日の研究・大阪まち歩きツアー第 回「阪神なんば線開通 周年記念ハイキング 阪神なんば線沿線橋めぐり」

日時 平成 年 月 日［土］ 場所 大阪難波駅から西九条駅まで

①大日本印刷 ギャラリー「田中一光展」鑑賞 ②リバープレイスより浮庭橋を眺める

③大阪難波周辺の概念図 ④安政大津波の碑文で水難の怖さを再認識

⑤浄土宗和光寺 ⑥安治川川底トンネル

◆コース

難波駅 → 深里橋 → ギャラリー→ 浮庭橋 → 汐見橋 → 日吉橋 → 安政大津波の碑 → 大正橋

→ 岩松橋 →千代崎橋 → 和光寺 → 伯楽橋 → キララ九条商店街 → 安治川トンネル → 西九条駅

◆鉄道会社（近鉄）の企画を利用してみた。鉄道会社は沿線に利用者を増やすために様々な工夫をして

いる。土曜日におけるこうした企画もその一環として位置付けられる。どんな人々が参加しているのか、

コースにかかる地域の特徴は、など皆さんそれぞれの視点で観察してみる。新線開通後の街の変化や川

沿いの景観を観察した。

◆参加者：丹野麻衣（小松原ゼミ 年）、中嶋千尋（安村ゼミ 年）

大阪市大正区渡船巡りツアー（小松原）
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道頓堀川、木津川、安治川にかかわるコースの概念図
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【コース】JR 桜ノ宮駅…源八橋…彫刻の小径…桜宮橋…天満橋…天神橋…大阪会議開催の地碑…ライオン橋…中之島地

区…肥後橋…肥後橋商店街…筑前橋…田蓑橋…玉江橋…JR 新福島駅 ※徒歩約 7 キロ 

テーマ 「水都・大阪の今昔を訪ねて」・「土曜日の研究」大阪編第２回

日時
平成 年 月 日（土）

午前 時から午後 時 分

場所 大阪環状線・桜ノ宮駅西ロ

東西線・新福島駅解散

① 桜ノ宮駅前 ②大阪市中央公会堂
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桜ノ宮駅前に定刻に全員集

合完了した（①）。源八橋を渡

りつつ川面を通して 方面

の景色を鑑賞した。中之島地区

の歴史的建造物群を実際に中

に入って観察した。公会堂では

時代ごとの壁の色が異なる状

況を擦り出しにして展示して

あった（②）。建物のまさに年

輪を感じさせた。図書館（③）

はギリシャの神殿を想起する

造りで、内部の装飾やオブジェ

も贅を凝らしたものと観うけ

られた。さらに土佐堀川沿いを

歩き、なにわ筋を直進し、解散

地点に到着した（④）。

③府立中之島図書館 ④ 新福島駅前

【参加学生】竹本泰隆（小松原ゼミ 年）、吉川彩香（小松原ゼミ 年）

荒谷弘之、池田恵充、堀考助（以上 名は 年）【引率教員】小松原尚

道頓堀川、木津川、安治川にかかわるコースの概念図
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春近し。洛東のタイムトラベル 
京都における明治の足跡－近代の胎動－

 
実 施 日： 年２月６日土曜日

集合時間：午前 時 分

集合場所：京阪電鉄出町柳駅今出川口改札口を出た所

解散時間：午後 時 分

解散場所：地下鉄「蹴上」駅
 
 

内 容：１．写真展鑑賞 
  ２．琵琶湖疎水エクスカーション 

 
 
１．写真展鑑賞 
 

ツイン・タイム・トラベル イザベラ・バードの旅の世界
http://www.museum.kyoto-u.ac.jp/modules/special/content0008.html 

開催期間： 年 月 日 ― 年 月 日
〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学総合博物館 

TEL：075―753-3272,3273,3274 FAX：075―753-3277 info@inet.museum.kyoto-u.ac.jp 
 

イザベラ・バードは、英国「王立地理学協会最初の女性特別会員」の栄誉を得た、史上

屈指の旅行家です。本写真展では、地理学者 金坂清則（京都大学大学院人間・環境学研

究科教授）が２０年をかけて撮影した写真から選んだ１００点を、バードの写真や銅版画、

記述と対比することで、彼女の旅の世界をたどりながら、１世紀を隔てた風景を「持続と

変化」という視点から理解する面白さを伝えている。ツイン・タイム・トラベルという新

しい旅の形を、是非体感して欲しい。
    写真展においては写真の下の文章を読みながら鑑賞することによってツイン・タイム・トラ

ベルという考え方の面白さを味わえ、銅版画と白黒写真(バードのもの）とも対比することによ

って一層その楽しみは大きくなる。 
また、100 点の写真はバードの 50 年にわたる旅の展開・流れに沿って展示してあるので、1

番から順番に見ていくと面白いので、それが望ましい。 
そして会場入口に置いてある visiting book に名前だけでなく最後に全体の印象を書き、また

会場に置いてあるアンケート用紙に記入して箱に入れておく。好きな写真が人によってどのよう

に異なるのか、これまでこの博物館に来たことのなかった人がどれだけ来てくださったかなどに

ついて分析する主旨なので協力されたい。 
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２．琵琶湖疎水エクスカーション 
□琵琶湖疎水記念館 □インクライン □水路閣 □発電所 

写真１ インクライン遠景 写真２ インクライン近景

『京都名所帖』（明治 年６月刊）より

写真３ 舟台を引くワイヤ 写真４ 南禅寺水路閣

 

写真５ 南禅寺水路閣設計図 
 
■インクライン（①より引用） 

写真１から３は、『京都名所帖』（1906 年）に掲載された京都盆地の東端、蹴上（けあげ、

京都市東山区）のインクライン。“京都の名所”といえば、神社仏閣のイメージが強い。『京

都名所帖』『京都名勝』など、明治の写真帳を眺めていても、八坂神社、清水寺など、由緒

ある古い寺社が目立つ。そのなかで 1890（明治 23）年完工のインクラインは、「新しい」

京都名所として異彩を放っている。 
「インクライン」は傾斜鉄道とも呼ばれ、運河や山腹など、傾斜となった路面で貨物を

運搬するためのレールや機械を指す。この京都のインクラインも、水力発電を利用した、

春近し。洛東のタイムトラベル 
京都における明治の足跡－近代の胎動－

 
実 施 日： 年２月６日土曜日

集合時間：午前 時 分

集合場所：京阪電鉄出町柳駅今出川口改札口を出た所

解散時間：午後 時 分

解散場所：地下鉄「蹴上」駅
 
 

内 容：１．写真展鑑賞 
  ２．琵琶湖疎水エクスカーション 

 
 
１．写真展鑑賞 
 

ツイン・タイム・トラベル イザベラ・バードの旅の世界
http://www.museum.kyoto-u.ac.jp/modules/special/content0008.html 

開催期間： 年 月 日 ― 年 月 日
〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学総合博物館 

TEL：075―753-3272,3273,3274 FAX：075―753-3277 info@inet.museum.kyoto-u.ac.jp 
 

イザベラ・バードは、英国「王立地理学協会最初の女性特別会員」の栄誉を得た、史上

屈指の旅行家です。本写真展では、地理学者 金坂清則（京都大学大学院人間・環境学研

究科教授）が２０年をかけて撮影した写真から選んだ１００点を、バードの写真や銅版画、

記述と対比することで、彼女の旅の世界をたどりながら、１世紀を隔てた風景を「持続と

変化」という視点から理解する面白さを伝えている。ツイン・タイム・トラベルという新

しい旅の形を、是非体感して欲しい。
    写真展においては写真の下の文章を読みながら鑑賞することによってツイン・タイム・トラ

ベルという考え方の面白さを味わえ、銅版画と白黒写真(バードのもの）とも対比することによ

って一層その楽しみは大きくなる。 
また、100 点の写真はバードの 50 年にわたる旅の展開・流れに沿って展示してあるので、1

番から順番に見ていくと面白いので、それが望ましい。 
そして会場入口に置いてある visiting book に名前だけでなく最後に全体の印象を書き、また

会場に置いてあるアンケート用紙に記入して箱に入れておく。好きな写真が人によってどのよう

に異なるのか、これまでこの博物館に来たことのなかった人がどれだけ来てくださったかなどに

ついて分析する主旨なので協力されたい。 
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舟を運ぶための鉄道であった。写真の中央に目を凝らすと、レールとその上にのった台車

が見える。この台車が舟を乗せる舟台である。 
インクラインと琵琶湖疏水なぜ舟を運ぶための鉄道が必要になったのか。このインクラ

インは、琵琶湖の水を京都に引き込む疏水工事（1885～1890 年）の一環としてつくられた。

全長は 587m。疏水工事以前、京都と大津の間の輸送は人馬に頼っており、大規模な輸送を

行うことは難しかった。琵琶湖疏水工事によって水路を開き、舟運による輸送を可能にす

ることが、遷都後の京都を発展させる道であると期待されていた。 
この疏水事業は、琵琶湖から京都市内まで、山々を貫いて 20km を水路で結ぶという壮

大な工事であっただけでなく、舟運の向上、水道用水の確保、灌漑、発電などを目的とす

る総合開発事業でもあった。疏水は、琵琶湖のある大津にはじまって、長等山などに掘ら

れたトンネルを抜け、さらに山麓をめぐって蹴上に出る。この蹴上から、インクラインを

利用して高さ 35 メートルの急勾配を下り、鴨川経由で京都市の中心部に入っていく。舟は

自力では急な傾斜を下れないから、この勾配を下るために舟を運ぶ鉄道（インクライン）

が必要になったのである。 
「船頭なくして舟山に上るの奇観は此処に見ることを得べし、物質的文明の進歩驚くに

堪えたり、疏水工事中最（も）人目を惹くもの亦之れなり」という写真に付されたキャプ

ションからは、インクラインを見た当時の人々の驚きが伝わってくる。疏水工事の構想は

江戸時代にもあったが、125 万円余という、当時としては破格の支出を乗り越えて工事を推

進したのは、第 3 代京都府知事・北垣国道（1836～1916）であった。 
一方、北垣知事に見出されて工事を任されたのが、土木技術者・田辺朔郎（1861～1944）

である。1883（明治 16）年、京都府御用掛に採用されたとき、田辺は弱冠 21 歳。構想の

原型は、工部大学校の卒業論文「琵琶湖疏水工事の計画」にあったといい、その早熟さに

驚かされる。1888（明治 21）年にアスペン（Aspen：アメリカ合衆国）で世界初の水力発

電が成功すると、田辺は早速視察に訪れている。琵琶湖疏水工事での水力発電の採用を決

めたのも田辺の影響が大きい。ここに蹴上において、日本初の水力発電所が営業を始める

ことになる。 
 
■水路閣（②より引用） 

この疏水事業の一環として施工された水路橋で，延長 93.17 メートル，幅 4.06 メートル，

水路幅 2.42 メートル，煉瓦造，アーチ構造の優れたデザインを持ち，京都を代表する景観

の一つとなっている（写真４，５）。 
西欧技術が導入されて間もない当時，日本人のみの手で設計，施工されたもので，土木

技術史上．極めて貴重なものであり，1983（昭和 58）年７月１日に「疏水運河のうち水路

閣及びインクライン」として京都市指定史跡に指定された。 
また，1996（平成８）年６月には，この水路閣，インクラインに加え，第１疏水の第１・

第２・第３隧道の各出入口，第１竪坑，第２竪坑，1903（明治 36）年に架設された日本初

の鉄筋コンクリート橋（日ノ岡第 11 号橋），同 37 年架設の山ノ谷橋などが日本を代表する

近代化遺産として国の史跡に指定された。 
 
 
引用 Web サイト 
①京都インクラインと琵琶湖疏水（最終参照日：2010 年１月 31 日） 
http://www.ndl.go.jp/scenery/kansai/column/kyoto_incline_and_lake_biwa_canal.html 
http://www.ndl.go.jp/scenery/kansai/data/140/index.html 
②琵琶湖疏水 水路閣 インクライン（最終参照日：2010 年１月 31 日） 
http://www.kasen.net/@6/yodo/sosui/keage/ 
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舟を運ぶための鉄道であった。写真の中央に目を凝らすと、レールとその上にのった台車

が見える。この台車が舟を乗せる舟台である。 
インクラインと琵琶湖疏水なぜ舟を運ぶための鉄道が必要になったのか。このインクラ

インは、琵琶湖の水を京都に引き込む疏水工事（1885～1890 年）の一環としてつくられた。

全長は 587m。疏水工事以前、京都と大津の間の輸送は人馬に頼っており、大規模な輸送を

行うことは難しかった。琵琶湖疏水工事によって水路を開き、舟運による輸送を可能にす

ることが、遷都後の京都を発展させる道であると期待されていた。 
この疏水事業は、琵琶湖から京都市内まで、山々を貫いて 20km を水路で結ぶという壮

大な工事であっただけでなく、舟運の向上、水道用水の確保、灌漑、発電などを目的とす

る総合開発事業でもあった。疏水は、琵琶湖のある大津にはじまって、長等山などに掘ら

れたトンネルを抜け、さらに山麓をめぐって蹴上に出る。この蹴上から、インクラインを

利用して高さ 35 メートルの急勾配を下り、鴨川経由で京都市の中心部に入っていく。舟は

自力では急な傾斜を下れないから、この勾配を下るために舟を運ぶ鉄道（インクライン）

が必要になったのである。 
「船頭なくして舟山に上るの奇観は此処に見ることを得べし、物質的文明の進歩驚くに

堪えたり、疏水工事中最（も）人目を惹くもの亦之れなり」という写真に付されたキャプ

ションからは、インクラインを見た当時の人々の驚きが伝わってくる。疏水工事の構想は

江戸時代にもあったが、125 万円余という、当時としては破格の支出を乗り越えて工事を推

進したのは、第 3 代京都府知事・北垣国道（1836～1916）であった。 
一方、北垣知事に見出されて工事を任されたのが、土木技術者・田辺朔郎（1861～1944）

である。1883（明治 16）年、京都府御用掛に採用されたとき、田辺は弱冠 21 歳。構想の

原型は、工部大学校の卒業論文「琵琶湖疏水工事の計画」にあったといい、その早熟さに

驚かされる。1888（明治 21）年にアスペン（Aspen：アメリカ合衆国）で世界初の水力発

電が成功すると、田辺は早速視察に訪れている。琵琶湖疏水工事での水力発電の採用を決

めたのも田辺の影響が大きい。ここに蹴上において、日本初の水力発電所が営業を始める

ことになる。 
 
■水路閣（②より引用） 

この疏水事業の一環として施工された水路橋で，延長 93.17 メートル，幅 4.06 メートル，

水路幅 2.42 メートル，煉瓦造，アーチ構造の優れたデザインを持ち，京都を代表する景観

の一つとなっている（写真４，５）。 
西欧技術が導入されて間もない当時，日本人のみの手で設計，施工されたもので，土木

技術史上．極めて貴重なものであり，1983（昭和 58）年７月１日に「疏水運河のうち水路

閣及びインクライン」として京都市指定史跡に指定された。 
また，1996（平成８）年６月には，この水路閣，インクラインに加え，第１疏水の第１・

第２・第３隧道の各出入口，第１竪坑，第２竪坑，1903（明治 36）年に架設された日本初

の鉄筋コンクリート橋（日ノ岡第 11 号橋），同 37 年架設の山ノ谷橋などが日本を代表する

近代化遺産として国の史跡に指定された。 
 
 
引用 Web サイト 
①京都インクラインと琵琶湖疏水（最終参照日：2010 年１月 31 日） 
http://www.ndl.go.jp/scenery/kansai/column/kyoto_incline_and_lake_biwa_canal.html 
http://www.ndl.go.jp/scenery/kansai/data/140/index.html 
②琵琶湖疏水 水路閣 インクライン（最終参照日：2010 年１月 31 日） 
http://www.kasen.net/@6/yodo/sosui/keage/ 
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琵琶湖疏水［蹴上、山科］観察ツアー 2013 年 1 月 26 日（土） 
① 京阪線神宮丸太町駅 ② 南禅寺水路閣

③ 京都市営地下鉄御陵駅 ④ 日ノ岡第 号橋

⑤ 第 トンネル入口 ⑥ 第 トンネル出口
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琵琶湖疏水［蹴上、山科］観察ツアー 2013 年 1 月 26 日（土） 
⑦ 第 トンネル入口 ⑧ 山ノ谷橋

⑨ 山科旧東海道井元邸 ⑩ ラクト山科「東東来」

午前９時に京阪線神宮丸太町駅に集合。改札口を出、案内図で疏水沿いのツアーコースを確認した（①）。

東山の琵琶湖疏水記念館やに立寄り、改めて疏水の意義を確認した。明治維新以後の首都機能の江戸・

東京への移転に直面した京都において、工業生産機能の強化、生活用水の確保のためのインフラ整備の

一環としての疏水建設の様子がジオラマで展示されていた。記念館を後にし、南禅寺水路閣を見学した

（②）。地下鉄山科駅から御陵駅へ移動し（③）、駅から徒歩 分余りで疏水の山科区間の施設に到着

した。日本最古のコンクリート橋（④）や琵琶湖からの水を通すトンネルの出入口（⑤、⑥、⑦）や流

路に架かる橋（⑧）を見学をした。その後、天智陵の東側を通り鉄道線の方へ下った。東海道線のガー

ドをくぐると旧東海道の風情を楽しめる通りになっており、「もてなすくん」の歓迎を受けた（⑨）。「山

科駅」前で解散の後、ラクト山科「東東来」で昼食（⑩）、館内で 次解散した。

琵琶湖疏水［蹴上、山科］観察ツアー 2013 年 1 月 26 日（土） 
① 京阪線神宮丸太町駅 ② 南禅寺水路閣

③ 京都市営地下鉄御陵駅 ④ 日ノ岡第 号橋

⑤ 第 トンネル入口 ⑥ 第 トンネル出口
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テーマ 初夏の琵琶湖疏水の見学と大学の広報活動

日時 年 月 日午前 8 時 20 分集合 場所 南禅寺水路閣、疏水鴨東運河、みやこめっせ

① 京都駅西口みどりの窓口付近に集合 ② 蹴上に到着

③ 南禅寺の水路閣 ④ 琵琶湖疏水記念館

⑤ 模擬授業の教室風景 ⑥ ご当地・岡崎を素材にした講義

研究室活動の一環でもあった。3 年生が 6 人、4 年生が 5 人、小松原のゼミ生の他には、体験実習履

修者 4 名の参加も得た。総勢 15 名の活動となった。京都駅（①）から地下鉄で蹴上まで移動（②）、

徒歩にて南禅寺水路閣へ（③）、そして記念館では展示を見学し（④）、明治維新後の日本の近代化の

中、大学生が卒論を疏水に結実させた情熱を感じたと思う。さらに疏水鴨東運河沿いに、京都市勧業館

「みやこめっせ」まで景観観察を実施した。その後、高校生への大学による広報活動の 1 つである

「夢ナビ」のイベントを見学した（⑤）。30 分間の小松原の講義では、岡崎の土地利用の変遷と京

都の近代化と疏水との関わりをセットで話した（⑥）。会場にて現地解散、一連の行事終了は午後 1
時頃であった。写真は、①～④は小松原の撮影、⑤と⑥は、FROMPAGE より提供のものを使用し

た。 
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観光産業論／産業観察ツアー／灘・魚崎郷の酒造業  2010 年 11 月 13 日 

訪問地 菊正宗酒造記念館

□旧酒造記念館は、 年（万治 ）に神戸・

御影の本嘉納家本宅屋敷内に建てられた酒蔵

を、昭和 年に現在の地に移築し、酒造記念

館として保存・一般開放していたもの。

□館内には、国指定・重要有形民俗文化財「灘

の酒造用具」や所蔵する小道具類を展示。

酒造りの歴史を今日に伝える資料館として、

年間 万人の来館者。

□平成 年 月 日、旧酒造記念館は阪神淡

路大震災によって倒壊。

ただ不幸中の幸いとして、収蔵の酒造用具や

小道具類は、がれきの下から一点一点丁寧に

手作業で拾い出す。

□全面建て替え工事の末、 年後の平成 年

月 日に復興オープン。

●開館時間：午前 時 分～午後 時 分

（団体のお客様はご予約下さい）

●休館日：年末年始（本年度の場合は１２月

３１日から１月３日） ）

●入館無料

菊正宗酒造記念館

〒 － 神戸市東灘区魚崎西町 － －

長屋門（記念館入口）

●電車でお越しの場合の最寄り駅

◎ ご利用の場合

「住吉駅」より六甲ライナーに乗換、「南魚崎

駅（ 駅目、約 分）」下車。エレベーター

階より北西へ徒歩 分

◎阪神電車ご利用の場合

阪神「魚崎駅」下車。住吉川沿いの遊歩道“清

流の道”を南へ徒歩 分。

□乗車時間（乗り換え時間は含みません）

◎大阪方面より

〔ＪＲ〕大阪駅～住吉駅 約 分

〔阪神〕梅田駅～魚崎駅 約 分

◎神戸方面より

〔ＪＲ〕三ノ宮駅～住吉駅 約 分

〔阪神〕三宮駅～魚崎駅 約 分

 
テーマ 初夏の琵琶湖疏水の見学と大学の広報活動

日時 年 月 日午前 8 時 20 分集合 場所 南禅寺水路閣、疏水鴨東運河、みやこめっせ

① 京都駅西口みどりの窓口付近に集合 ② 蹴上に到着

③ 南禅寺の水路閣 ④ 琵琶湖疏水記念館

⑤ 模擬授業の教室風景 ⑥ ご当地・岡崎を素材にした講義

研究室活動の一環でもあった。3 年生が 6 人、4 年生が 5 人、小松原のゼミ生の他には、体験実習履

修者 4 名の参加も得た。総勢 15 名の活動となった。京都駅（①）から地下鉄で蹴上まで移動（②）、

徒歩にて南禅寺水路閣へ（③）、そして記念館では展示を見学し（④）、明治維新後の日本の近代化の

中、大学生が卒論を疏水に結実させた情熱を感じたと思う。さらに疏水鴨東運河沿いに、京都市勧業館

「みやこめっせ」まで景観観察を実施した。その後、高校生への大学による広報活動の 1 つである

「夢ナビ」のイベントを見学した（⑤）。30 分間の小松原の講義では、岡崎の土地利用の変遷と京

都の近代化と疏水との関わりをセットで話した（⑥）。会場にて現地解散、一連の行事終了は午後 1
時頃であった。写真は、①～④は小松原の撮影、⑤と⑥は、FROMPAGE より提供のものを使用し

た。 
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観光産業論／産業観察ツアー／灘・魚崎郷の酒造業  2010 年 11 月 13 日 

訪問地 櫻正宗記念館

 
 
 
 
 
 

灘五郷の中心「魚崎郷」に震災の試練を乗り越え、

正宗名発祥のアイデンティティを後世に遺すべ

く、 また魚崎郷地区の地域振興の一助となるよう

にオープン致しました櫻正宗記念館“櫻宴”。

年秋、装いも新たに生まれ変わりました。

櫻宴 蔵町通り（展示スペース）

□昔からの酒造りの工程を収めた貴重な の上

映から、櫻正宗創醸 年の歴史を物語る酒造道

具、昔懐かしい看板や酒瓶やラベルなどを展示

□歴史深い展示に触れたあとは「櫻宴」をバック

にあなただけのオリジナル酒ラベルを製作体験可

お問い合わせ 
TEL：078-436-3030 
FAX：078-436-3033 
〒658-0025 神戸市東灘区魚崎南町 4-3-18
□阪神電車で「魚崎駅」下車、南へ徒歩 分

（梅田駅から約 分、三宮駅から約 分）

□ 神戸線で「住吉駅」下車、六甲ライナーに乗

り換え「魚崎駅」下車、南へ徒歩 分

（大阪駅から約 分、三ノ宮駅から約 分）
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観光産業論／産業観察ツアー／灘・魚崎郷の酒造業  2010 年 11 月 13 日 

訪問地 浜福鶴吟醸工房

 年間を通して酒造りの出来る設備をそなえた『吟

醸工房』は、伝統の酒造りを皆様にお伝えしたい

との思いを込めて、全工程見学可能なガラス張り

観覧設備、平成 年 月 日にオープン。

ここでは、『吟醸工房』をバーチャルな空間の中に

再現。

古き良き時代の酒蔵、そして伝統的な酒造り。

■浜福鶴『吟醸工房』

・開館時間 ： ～ ： （入館無料）

・休館日 月曜日（祝日の場合翌日）

酒蔵見学コース「もろみ仕込みが見られる」

数ある酒蔵テーマ館のなかでも「もろみ仕込み」

を見学できるのが浜福鶴吟醸工房の大きな魅力。

ふつふつと醗酵する“酒の声”を聞き、芳醇な香

りにつつまれながら酒造りの極意を体感。

【見学工程】

浸漬室→蒸米室→酒母室→吟醸室→圧搾室

→発酵室

生酒試飲コーナー「いろんなお酒が味わえる」

直売コーナー「限定品が買える」

浜福鶴は長いレンガの煙突を目印に。 階はお酒や

お菓子、立杭焼の器を販売するショップ。

生酒（製成後一切加熱処理をしない清酒）の試飲

もできます。

２階は酒造り工場の全工程が見学できます。

〒 兵庫県神戸市東灘区魚崎南町

観光産業論／産業観察ツアー／灘・魚崎郷の酒造業  2010 年 11 月 13 日 

訪問地 櫻正宗記念館

 
 
 
 
 
 

灘五郷の中心「魚崎郷」に震災の試練を乗り越え、

正宗名発祥のアイデンティティを後世に遺すべ

く、 また魚崎郷地区の地域振興の一助となるよう

にオープン致しました櫻正宗記念館“櫻宴”。

年秋、装いも新たに生まれ変わりました。

櫻宴 蔵町通り（展示スペース）

□昔からの酒造りの工程を収めた貴重な の上

映から、櫻正宗創醸 年の歴史を物語る酒造道

具、昔懐かしい看板や酒瓶やラベルなどを展示

□歴史深い展示に触れたあとは「櫻宴」をバック

にあなただけのオリジナル酒ラベルを製作体験可

お問い合わせ 
TEL：078-436-3030 
FAX：078-436-3033 
〒658-0025 神戸市東灘区魚崎南町 4-3-18
□阪神電車で「魚崎駅」下車、南へ徒歩 分

（梅田駅から約 分、三宮駅から約 分）

□ 神戸線で「住吉駅」下車、六甲ライナーに乗

り換え「魚崎駅」下車、南へ徒歩 分

（大阪駅から約 分、三ノ宮駅から約 分）
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観光産業論／産業観察ツアー／灘・魚崎郷の酒造業  2010 年 11 月 13 日 

訪問地 周辺情報

阪神魚崎駅
明治 （ ）年、阪神電鉄が大阪・出入橋と神

戸・三宮を結んで開業した時から設置。

灘五郷のひとつ、魚崎郷の酒造業に従事する人々

も主な顧客に含まれた。

住吉川
六甲山からの流路は高低差があり、早い流れを酒

造業などの水運に利用した。

阪神魚崎駅にて 出発前のコース確認

阪神魚崎駅前にて 南北逆の地図、要注意

住吉川公園 さあ出発

住吉川公園 菊正宗の広告塔を背景に
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観光産業論／産業観察ツアー／灘・魚崎郷の酒造業  2010 年 11 月 13 日 

訪問地 周辺情報

阪神魚崎駅
明治 （ ）年、阪神電鉄が大阪・出入橋と神

戸・三宮を結んで開業した時から設置。

灘五郷のひとつ、魚崎郷の酒造業に従事する人々

も主な顧客に含まれた。

住吉川
六甲山からの流路は高低差があり、早い流れを酒

造業などの水運に利用した。

阪神魚崎駅にて 出発前のコース確認

阪神魚崎駅前にて 南北逆の地図、要注意

住吉川公園 さあ出発

住吉川公園 菊正宗の広告塔を背景に
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キューピー伊丹工場（食品の生産工程の見学と試食） 期日 2014 年 5 月 1 日 

用 務 割卵工程やマヨネーズの製造工程の見学

① 猪名川駅前 ②キューピー伊丹工場

③伊丹工場での生産商品 ④見学者用タグ

⑤マヨネーズの試食 ⑥マヨネーズ関連商品

工場は 猪名川駅（①）から徒歩すぐの場所にある。見学を行う上での立地条件も良好である。工場

の正面入口付近からながめると、建物の正面の大きなキューピーのマークが目を引く（②）。工場見学

に先立ち、講義室にて説明を受けるが、室内の机には伊丹工場にて生産されている商品（③）が並べら

れており、関心が高まる。工場見学中には指定のタグを首からぶら下げる（④）。半透明のケースの部

分はマヨネーズの封入に使われているチューブの素材である。見学中は写真撮影は禁止となる。見学終

了後はマヨネーズの試食（⑤）となる。クラッカーに少量を付けて食べた。関連商品（⑥）に関しても

提供され、同様に味を確かめた。
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小松原 尚 
テーマ 国土の縁辺地域・北海道における醸造業の生産活動を素材とした観光の体験的調査

参加者 シィービーツアーズ主催：ワイン・日本酒・ビールを学ぶ試飲付きツアー

年月日 年 月 日 場所 北海道岩見沢市、恵庭市、栗山町

① 宝水ワイナリー（その１） ② 宝水ワイナリー（その２）

③ 小林酒造（その１） ④ 小林酒造（その２）

⑤ サッポロビール北海道工場（その１） ⑥ サッポロビール北海道工場（その２）

宝水ワイナリー社長の倉内武美さんは、地元農家の 代目である。生産の地元密着とワインを媒介とし

た域外への情報発信に様々な工夫をしている。本社工場・事務所の２階フロア―では、アーツの鑑賞も

できる（①）。また、本社工場・事務所の１階にて、社長から商品説明を受け、スタッフによる試飲提

供もされた（②）。▼小林酒造では、タンクの蓋をとり、麹の発酵中の様子を観察、専務自ら案内・解

説してくれた（③）。商品説明を受けつつ、試飲を楽しむ。専務は酒造りの醍醐味を語る（④）。ツアー

の昼食は、小林酒造の敷地内にある錦水庵の「とりごぼうそば」をセットされていた。ごぼうの天ぷら

と鶏肉の入ったものである。そばは、お酒の仕込み水で打ったものであり、すべて北海道産のそば粉を

使っている。▼サッポロビール北海道工場では、注意事項、コースなどの案内（⑤）の後に見学ツアー

があった。その終了後、テーブルを囲んでの試飲、企業ショップも会場に併設されていた（⑥）。 
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出張先：ニッカウヰスキー余市蒸留所（地域志向教育研究） 訪問日：2015 年 3 月 19 日 

テーマ テレビドラマの地域と産業観光への影響

① 余市消防署 ② 余市駅前から蒸留所への国道 号線

③ リタハウス ④ 蒸留棟の内部

⑤ 見学者待合室の天井の梁 ⑥ 余市駅で列車を待つ利用客

で放映中の朝のテレビドラマの主人公が設立した醸造業（ウイスキー）の会社の工場を見学した。

町中に「あやかり」が溢れている。新築間もないと思われる消防署（①）も工場の関連施設を連想させ

るつくりになっているし、工場に至る国道は主人公の配偶者の名前が付けられ（②）、研究室として使

われていた構内の建物も彼女の名前を冠している（③）。この日も見学者は多く、構内のガイドツアー

では、 人が一組編成になっていた。このことは、蒸留棟（④）の見学者の様子からもわかる。⑤はウ

イスキー樽の貯蔵庫を転用した、見学者の待合室である。梁が 字型に天井を支えるトラスト構造にな

っている。ニッカは 年代の設立であるが、 世紀の後半（明治時代初期）に建設をみた、富岡製

糸場の構造とも通底するものと考えられた。現在、この建物は来客の安全に配慮し、鉄骨材での補強さ

れている（白い棒状の部分）。見学者の交通手段はバスか鉄道である。マイカーでの来場も可能ではあ

るが、昨今の飲酒運転に対する罰則強化や社会的な趨勢を考慮すれば、飲酒が予想される工場見学には、

公共輸送機関の利用が無難であろう。⑥は最寄の 余市駅である。いわゆる「朝ドラブーム」の影響

で、この時間帯は 人以上の乗客があった。駅員の話によると、通常なら 人程度とのことである。

両増結の 両編成で運行中である。

小松原 尚 
テーマ 国土の縁辺地域・北海道における醸造業の生産活動を素材とした観光の体験的調査

参加者 シィービーツアーズ主催：ワイン・日本酒・ビールを学ぶ試飲付きツアー

年月日 年 月 日 場所 北海道岩見沢市、恵庭市、栗山町

① 宝水ワイナリー（その１） ② 宝水ワイナリー（その２）

③ 小林酒造（その１） ④ 小林酒造（その２）

⑤ サッポロビール北海道工場（その１） ⑥ サッポロビール北海道工場（その２）

宝水ワイナリー社長の倉内武美さんは、地元農家の 代目である。生産の地元密着とワインを媒介とし

た域外への情報発信に様々な工夫をしている。本社工場・事務所の２階フロア―では、アーツの鑑賞も

できる（①）。また、本社工場・事務所の１階にて、社長から商品説明を受け、スタッフによる試飲提

供もされた（②）。▼小林酒造では、タンクの蓋をとり、麹の発酵中の様子を観察、専務自ら案内・解

説してくれた（③）。商品説明を受けつつ、試飲を楽しむ。専務は酒造りの醍醐味を語る（④）。ツアー

の昼食は、小林酒造の敷地内にある錦水庵の「とりごぼうそば」をセットされていた。ごぼうの天ぷら

と鶏肉の入ったものである。そばは、お酒の仕込み水で打ったものであり、すべて北海道産のそば粉を

使っている。▼サッポロビール北海道工場では、注意事項、コースなどの案内（⑤）の後に見学ツアー

があった。その終了後、テーブルを囲んでの試飲、企業ショップも会場に併設されていた（⑥）。 
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天理参考館（近鉄電車展） 2014 年 4 月 12 日 

用 務 日本最大の私鉄開業 世紀 近鉄電車展の観覧

①参考館入口付近の案内板 ②電車のジオラマ展示

③乗車券（硬券）印刷機 ④ 枚紙に印刷された券を帯状に裁断

⑤帯状に裁断されたものを券片にする ⑥券片を記念品（右側）として配布

前年（ 年）の近鉄創立百周年に続き、今年は近鉄奈良線開通百年にあたる。これに関連して、様々

な企画展が県内の美術館や博物館で開催されている。鉄道は地域経済・社会との関連が密接な産業であ

り、実態を踏まえた経済地理学研究には格好の対象である。そうした観点から上記展覧会の観賞を行っ

た（①）。展示には、ジオラマをつくり、年齢層を超えて鉄道への関心を高めるような工夫がなされて

いた（②）。今回の企画の最大の呼物は乗車券（硬券）の印刷を当時の印刷機械と裁断機を使用して実

演が行われたことである。まず文様の印刷された厚紙に券面の文字情報が印刷される（③）。続いてそ

れを帯状に裁断する（④）。そして、最後に小断片に裁断（⑤）すれば出来上がりである。今回は入場

記念に乗車券を模したものと特急券のそれとが、希望者に配布された（⑥）。「 」の文字は

（国鉄）の意味である。
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テーマ 地域現場実習教材研究－地域のビジターセンターとしての展示施設見学

日時 年 月 日 場所 祇園おもいで博物館

① 博物館入口 ② 博物館内の様子

③ 博物館を運営する井筒屋 ④ 窓からは正面に南座を臨む

⑤ 博物館のある井筒屋の建物 ⑥ 京阪・鴨東線祇園四条駅すぐの立地環境

この博物館は、井筒八ッ橋本舗祇園本店の建物の５階の一角にある ① 。館内はコンパクトに整理され

ている。入口付近で祇園や歌舞伎に関するビデオ学習ができる ② 。係の方から展示物の説明もある。

１階で買物をした客は 円の入場料は無料となる。甘納豆のサービスも受けられる。背後の書籍は展

示物ではなく商品である。江戸時代にはこのあたりに、幕府公認の芝居小屋が建てられた。正面南座の

櫓はその印である ④ 。また、この建物 ⑤ は北座の跡に建てられた。櫓の下の窓から撮った写真が④

である。また、眼下は京都市鴨東駐車場である。また、京阪電車の祇園四条駅から至近の距離にあり、

訪問には容易な場所である。館内の規模を考えると大人数での利用には向かないが、地域のポータルの

位置にあり、立地上からも、地域学習の位置づけから活用可能な展示施設である。

天理参考館（近鉄電車展） 2014 年 4 月 12 日 

用 務 日本最大の私鉄開業 世紀 近鉄電車展の観覧

①参考館入口付近の案内板 ②電車のジオラマ展示

③乗車券（硬券）印刷機 ④ 枚紙に印刷された券を帯状に裁断

⑤帯状に裁断されたものを券片にする ⑥券片を記念品（右側）として配布

前年（ 年）の近鉄創立百周年に続き、今年は近鉄奈良線開通百年にあたる。これに関連して、様々

な企画展が県内の美術館や博物館で開催されている。鉄道は地域経済・社会との関連が密接な産業であ

り、実態を踏まえた経済地理学研究には格好の対象である。そうした観点から上記展覧会の観賞を行っ

た（①）。展示には、ジオラマをつくり、年齢層を超えて鉄道への関心を高めるような工夫がなされて

いた（②）。今回の企画の最大の呼物は乗車券（硬券）の印刷を当時の印刷機械と裁断機を使用して実

演が行われたことである。まず文様の印刷された厚紙に券面の文字情報が印刷される（③）。続いてそ

れを帯状に裁断する（④）。そして、最後に小断片に裁断（⑤）すれば出来上がりである。今回は入場

記念に乗車券を模したものと特急券のそれとが、希望者に配布された（⑥）。「 」の文字は

（国鉄）の意味である。
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バルまちレポート 

※同じ番号は同一人物を示します。                  2011.5.20 調査 
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１ マップはカラーで紙の質も良く、無料にしては高いクオリティであると感じた。また、マップ

は広範囲であったが、シンプルで字も大きく見やすかった。厚めの紙を使用していて、ぐしゃ

ぐしゃになりにくいので、歩きながら見るのにちょうど良かった。全参加店の写真と説明文が

載っていてわかりやすいので、店選びがとても充実しておもしろかった。冊子状になっていれ

ば、もっと使いやすかったのではないかと思った。 

２ マップはカラーで、店の詳細が写真付きで書かれていたので、とても見やすかった。実際、店

の名前だけではわからない点が多いが、それぞれの店の詳細と写真があったことで、どのよう

な店があるのかわかりやすかった。また、マップの右端に、それぞれの店の営業時間が一覧で

わかるようになっていたので、時間帯によってどの店が開いているのかが、すぐわかるように

思う。マップを見ると、こんな店もあったのかと、自分の知らない店が多くあり、また今度行

ってみようという気持ちになった。 

３ 比較的見やすいマップになっていると思った。（参加店を番号で示してある、寺社仏閣・世界

遺産などの観光地を載せてある、イラストが描かれている、トイレの場所を示してある、イン

フォメーションの場所を示してある）けれども、ならまち界隈は道が入り組んでいて、マップ

が少しわかりにくく、我々も道を間違えたので、ならまち周辺の拡大マップをつけてくれてい

れば、より良い。 

４ 地図が要点をわかりやすくまとめて作られていたのでよかった。マップを見て奈良には美味し

そうな商品を出しているお店がこんなにも多くあったのかという発見があった。どの店も飲み

物＋一品なので、お店同士比較し易かった。期間中まちを歩いていてバルマップを持っている

人を見ると、仲間意識が湧いて嬉しくなった。5枚つづりのバルチケットをどう利用するかを

仲間同士で話し合っていろんな利用法を考えるのは楽しかった。 

②

イ

ベ

ン

ト

参

加

店

を

利

用

し

て

の

１ こういった機会がないと、行くことはもちろん知ることすらなかったであろう店だった。最初

お店を見たときは雑貨屋かと思い、店の奥にテーブルを発見したときは少し驚いた。先に来て

いた客が、飲食代の支払いの時に、一緒に雑貨も購入していた。飲食店のなかで雑貨を販売し

ているケースは多いけど、雑貨があれだけのスペースを占めているのは、あまり見たことがな

い。「喫茶・工房まほろば」という名前だけあった。また、バルチケットでドリンクも付いて

いたのに、最初に水、最後にお茶も出てきて、とてもサービスの良い店であった。リピーター

になりたいと思った。 

２ 実際に店に入って、ご飯を食べると、こんなにもお得感があるとは思わず、驚いた。料理は美

味しく、ソフトドリンクもあったので、とても満足だった。店の利益にはなっているのかと気

にはなったが、利益というより活性化を目的としている点が大きいのだろう。また、店が混雑

していなかったので、十分ゆっくりできたように思う。 

３ 座席数が少なく、混んでなくてよかった。飲食店だけでなく、雑貨も売っていて、退屈せず待

つことができた。600円にしてはボリュームもあり、ドリンクもついてお得感があり、おいし

かった。 
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１ マップはカラーで紙の質も良く、無料にしては高いクオリティであると感じた。また、マップ

は広範囲であったが、シンプルで字も大きく見やすかった。厚めの紙を使用していて、ぐしゃ

ぐしゃになりにくいので、歩きながら見るのにちょうど良かった。全参加店の写真と説明文が

載っていてわかりやすいので、店選びがとても充実しておもしろかった。冊子状になっていれ

ば、もっと使いやすかったのではないかと思った。 

２ マップはカラーで、店の詳細が写真付きで書かれていたので、とても見やすかった。実際、店

の名前だけではわからない点が多いが、それぞれの店の詳細と写真があったことで、どのよう

な店があるのかわかりやすかった。また、マップの右端に、それぞれの店の営業時間が一覧で

わかるようになっていたので、時間帯によってどの店が開いているのかが、すぐわかるように

思う。マップを見ると、こんな店もあったのかと、自分の知らない店が多くあり、また今度行

ってみようという気持ちになった。 

３ 比較的見やすいマップになっていると思った。（参加店を番号で示してある、寺社仏閣・世界

遺産などの観光地を載せてある、イラストが描かれている、トイレの場所を示してある、イン

フォメーションの場所を示してある）けれども、ならまち界隈は道が入り組んでいて、マップ

が少しわかりにくく、我々も道を間違えたので、ならまち周辺の拡大マップをつけてくれてい

れば、より良い。 

４ 地図が要点をわかりやすくまとめて作られていたのでよかった。マップを見て奈良には美味し

そうな商品を出しているお店がこんなにも多くあったのかという発見があった。どの店も飲み

物＋一品なので、お店同士比較し易かった。期間中まちを歩いていてバルマップを持っている

人を見ると、仲間意識が湧いて嬉しくなった。5枚つづりのバルチケットをどう利用するかを

仲間同士で話し合っていろんな利用法を考えるのは楽しかった。 

②

イ

ベ

ン

ト

参

加

店

を

利

用

し

て

の

１ こういった機会がないと、行くことはもちろん知ることすらなかったであろう店だった。最初

お店を見たときは雑貨屋かと思い、店の奥にテーブルを発見したときは少し驚いた。先に来て

いた客が、飲食代の支払いの時に、一緒に雑貨も購入していた。飲食店のなかで雑貨を販売し

ているケースは多いけど、雑貨があれだけのスペースを占めているのは、あまり見たことがな

い。「喫茶・工房まほろば」という名前だけあった。また、バルチケットでドリンクも付いて

いたのに、最初に水、最後にお茶も出てきて、とてもサービスの良い店であった。リピーター

になりたいと思った。 

２ 実際に店に入って、ご飯を食べると、こんなにもお得感があるとは思わず、驚いた。料理は美

味しく、ソフトドリンクもあったので、とても満足だった。店の利益にはなっているのかと気

にはなったが、利益というより活性化を目的としている点が大きいのだろう。また、店が混雑

していなかったので、十分ゆっくりできたように思う。 

３ 座席数が少なく、混んでなくてよかった。飲食店だけでなく、雑貨も売っていて、退屈せず待

つことができた。600円にしてはボリュームもあり、ドリンクもついてお得感があり、おいし

かった。 
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２ まちなかを歩いての感想 

マップを持って、まちなかを歩いてみると、同じようにマップを持った人を何回か見かけた。

時間帯にもよるかもしれないが、そんなにチケットを利用している人がいないのではないかと

思っていた。だが、何軒か店を覗くと、混雑している店もあり、店の中に入れない状況であっ

た。そんな状況を見ると、地域活性化になっているように感じた。ならまちや商店街の店は、

夕方ぐらいに閉まるので、人通りが少ない。このようなチケットを使っての企画があると、普

段出かけない人が出かけたり、また出かけたことによって、また今度来ようという気持ちにな

ると思う。 

３ まちなかバルの利用者について 

バルマップを持ったすれ違った人たちは、観光客というよりも仕事帰りの方、学校帰りの方が

多いように思った。できればあとバルを使える参加店を載せておいてほしかった。奈良の町を

よく知らない人（新入生や新社会人）には、マップを片手に、奈良の町を歩き、覚えるのには

ちょうどいい機会だと思う。（開催時期も５月）また、2011 年 10 月に開催予定だそうで、次

はどんな店が出店するのか、マップはどのようになっているのか、まちなかバルを利用する人

はどのような人たちなのか、参加して確かめようと思う。 

４ バルチケットの更なる利用ができるか 

今回のバルチケットを御所の霜月祭でも活用することができるかを考えてみた。霜月祭ではお

食事処が５つほど特別メニューを出しているのと、お休み処が 9つほど駐車場にある。今回の

まちなかバルのようにワンドリンク＋一品でできないこともなさそうだが、利用者にとっては

奈良市ほどお店もないため選択肢が限られてきそうである。しかしお食事処で霜月祭の特別メ

ニューや、模擬店で御所の名物の特別販売をしていることから、値段にして同じくらいの価値

のある御所の名物を食べられるというチケットを2名物3名物くらい食べられるというふうに

して何パターンか用意したりすることはできないかと思った。霜月祭では他にスタンプラリー

が行われているようである。詳しくどのようなスタンプラリーが行われているのかは分からな

いが、会場を探索しながらスタンプを集めるもので、全部集めたらもれなく景品がもらえると

いう。いっそスタンプラリーと一緒で全種類の御所名物を食べた人にも「ごせまち食の達人」

みたいな賞を作って簡単な景品をあげるのもありかなと思いました。 
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テーマ ニュータウン高の原の変貌、主に「近商」、「イオン」の小売商業施設を中心に

日時
年 月 日（月）

午前 時集合・出発
集合場所

高の原イオン入口

※奈良市側の野外エスカレータ前

①伊東理・関西大学教授より講義 ②イオン高の原前の広場

③高の原第二ショッピングセンター ④ 都市機構平城第二団地 号棟前

⑤イオン高の原店内 ⑥イオンのテラスで記念撮影

奈良県立大学の「経済地理学」の 、 講で流通業の存立形態を扱う。その関連で、臨地で、ご専門の

伊東理先生から直接お話しを伺えるまたとない機会と位置づけて実施した。今回は関西大学教授の伊東

先生が非常勤講師をされている奈良大学大学院の講義の一環であるから、その点もしっかり学生に伝え

た上で参加者を確定した。この巡検は、近隣住区理論に基づく低次サービス拠点の配置と、少子高齢化

に伴う、低次サービスの劣化、大規模店の進出と既存小売の生き残り戦略、などを伊東先生の説明を受

けつつ、その様子を実際に観察できた。

奈良県立大学からの参加学生は、【４年】東帆奈美、藤本菜緒子【３年】岡里奈、坂野伶花、真柴珠希、

松井明子の 名であった。

バルまちレポート 

※同じ番号は同一人物を示します。                  2011.5.20 調査 
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２ まちなかを歩いての感想 

マップを持って、まちなかを歩いてみると、同じようにマップを持った人を何回か見かけた。

時間帯にもよるかもしれないが、そんなにチケットを利用している人がいないのではないかと

思っていた。だが、何軒か店を覗くと、混雑している店もあり、店の中に入れない状況であっ

た。そんな状況を見ると、地域活性化になっているように感じた。ならまちや商店街の店は、

夕方ぐらいに閉まるので、人通りが少ない。このようなチケットを使っての企画があると、普

段出かけない人が出かけたり、また出かけたことによって、また今度来ようという気持ちにな

ると思う。 

３ まちなかバルの利用者について 

バルマップを持ったすれ違った人たちは、観光客というよりも仕事帰りの方、学校帰りの方が

多いように思った。できればあとバルを使える参加店を載せておいてほしかった。奈良の町を

よく知らない人（新入生や新社会人）には、マップを片手に、奈良の町を歩き、覚えるのには

ちょうどいい機会だと思う。（開催時期も５月）また、2011 年 10 月に開催予定だそうで、次

はどんな店が出店するのか、マップはどのようになっているのか、まちなかバルを利用する人

はどのような人たちなのか、参加して確かめようと思う。 

４ バルチケットの更なる利用ができるか 

今回のバルチケットを御所の霜月祭でも活用することができるかを考えてみた。霜月祭ではお

食事処が５つほど特別メニューを出しているのと、お休み処が 9つほど駐車場にある。今回の

まちなかバルのようにワンドリンク＋一品でできないこともなさそうだが、利用者にとっては

奈良市ほどお店もないため選択肢が限られてきそうである。しかしお食事処で霜月祭の特別メ

ニューや、模擬店で御所の名物の特別販売をしていることから、値段にして同じくらいの価値

のある御所の名物を食べられるというチケットを2名物3名物くらい食べられるというふうに

して何パターンか用意したりすることはできないかと思った。霜月祭では他にスタンプラリー

が行われているようである。詳しくどのようなスタンプラリーが行われているのかは分からな

いが、会場を探索しながらスタンプを集めるもので、全部集めたらもれなく景品がもらえると

いう。いっそスタンプラリーと一緒で全種類の御所名物を食べた人にも「ごせまち食の達人」

みたいな賞を作って簡単な景品をあげるのもありかなと思いました。 
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2011 年 11 月の朝日新聞の記事より。 
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ショッピングセンター内の府県境 朝日新聞による。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2011 年 3 月 3 日撮影。ショピングセンターの看板の付け替え時の作業の様子。人間の大きさと比較して

みよう。 
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テーマ 亀岡市における城下町の街並み研究

日時 年４月 日 場所 京都府亀岡市文化資料館

① ②

③ ④

⑤ ⑥

① 嵯峨野（山陰）線の亀岡までの複線化工事の完成をみ、輸送力が増した。

② 駅前から南郷公園に至る街路の整備が進められた。

③ まちの顔となる 亀岡駅の社屋も新築改装されている。

④ 城の堀の一部を構成する南郷池と周辺は公園として整備され、桜の名所の１つとなっている。

⑤ 亀岡市文化資料館の案内パンフレットと入館半券

⑥ 「京都・亀岡 城下町散策 」古地図をベースにして現代の地図を透明な用紙に印刷し、重ね合わ

せて比較できるようになっている。この冊子を手掛かりに、市街地の観察を行った。
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出張先：東京都港区白金・白金台（教員研究旅行） 期間：2015 年 3 月 24 日 

テーマ 白金、白金台における都市生活の変化を景観にみる観察活動

① 年、アエルシティ周辺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 年、アエルシティ周辺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 年、白金一丁目 ④ 年、白金一丁目
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 年、四の橋商店街
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 年、四の橋商店街

参考文献（ ）に連載中の「スキマファイル」の第 回の「白金・白金台のスキマ」を手掛かりに野外

活動を実施した。この冊子の編集・発行元に問い合わせたところ、実質的に編集業務を請け負っている

アルシーヴ社の佐藤真さんを紹介された。早速、連絡をとると、冊子の記事の取材活動のために参考に

したのが参考文献（ ）とのことであった。この文献を手掛かりにコースの設定をし実際に歩いてみた。

年ほどのインターバルであるが、再開発地区周辺の様子は大きく変化している。例えば②では真ん中

の家屋がブティックになっているし、③の平屋は 階建てに改装され、高級食材を扱う肉屋になった（④）。

その一方で、住宅地の商店街は昔日の名残を留めていることもわかった（⑤と⑥）。

【参考文献】

（ ） ･ 編（ ）『まち歩きガイド東京＋』学芸出版社 頁．

（ ）一般財団法人第一生命財団（ ）「 」 ； 頁．
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テーマ 「食べ放題」の人気理由、およびこれからのバスツアーの傾向について。

参加者 赤チーム 小野・岡・大槻・甲斐・北岡

年月日 年 場所

① 旅行代理店前 ②東北支援アピールのポスター

③食べ放題の様子 ④天橋立

⑤メロン狩りの説明中の様子 ⑥出石町の酒蔵

近鉄奈良駅付近には JTB の旅行代理店がある（①）。自動ドアには東北を応援する張り紙がされてい

た（②）。ここでは東北大地震による影響を中心に聞き込みを行った。 
ツアーメインは丹後での食べ放題の昼食（③）。あわびやえびなどの海産物が中心となったメニュー

だった。食事の後は天橋立を見る時間も確保されていた（④）。天橋立のあとは場所を移動し、メロン

狩りをした（⑤）。メロン狩りの後は出石市へ向かい、城下町跡散策をした。昔からの酒蔵が残ってお

り（⑥）、他にも古い町並みが保存されていた。観光案内所も設置されており出石での観光について少

しお話を伺うことができた。出石では城下町の雰囲気を壊さないように注意していること，蕎麦が有名

なのでスタンプラリーなどのイベントもしていることなどが聞けた。その後，大阪方面へと帰り解散と

なった。 
 
 
 
 

出張先：東京都港区白金・白金台（教員研究旅行） 期間：2015 年 3 月 24 日 

テーマ 白金、白金台における都市生活の変化を景観にみる観察活動

① 年、アエルシティ周辺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 年、アエルシティ周辺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 年、白金一丁目 ④ 年、白金一丁目
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 年、四の橋商店街
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 年、四の橋商店街

参考文献（ ）に連載中の「スキマファイル」の第 回の「白金・白金台のスキマ」を手掛かりに野外

活動を実施した。この冊子の編集・発行元に問い合わせたところ、実質的に編集業務を請け負っている

アルシーヴ社の佐藤真さんを紹介された。早速、連絡をとると、冊子の記事の取材活動のために参考に

したのが参考文献（ ）とのことであった。この文献を手掛かりにコースの設定をし実際に歩いてみた。

年ほどのインターバルであるが、再開発地区周辺の様子は大きく変化している。例えば②では真ん中

の家屋がブティックになっているし、③の平屋は 階建てに改装され、高級食材を扱う肉屋になった（④）。

その一方で、住宅地の商店街は昔日の名残を留めていることもわかった（⑤と⑥）。

【参考文献】

（ ） ･ 編（ ）『まち歩きガイド東京＋』学芸出版社 頁．

（ ）一般財団法人第一生命財団（ ）「 」 ； 頁．
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テーマ 「佐藤錦」食べ放題、舞鶴アジサイ観賞バスツアーに参加して

参加者 榑松悠（黄チーム：田中楓、田中信太朗、長濱萌、榑松悠）

年月日 年 月 日 場所 天橋立、舞鶴自然文化園ほか

①伊根湾の景色 ②天橋立にある智恩寺

③にぎり寿司・佐藤錦食べ放題 ④海鮮市場

⑤約 万本のアジサイ ⑥移動中の様子

朝は 7 時 45 分に梅田のプラザモータープール茶屋町駐車場に集合だった。朝早く、天気も曇ってい

たので人が少ないと予想していたが、受付やその周りには溢れんばかりの人がいてとても驚いた。年配

の方が多いのはある程度予想できていたが、子連れの家族や、恋人同士での参加も意外に多かった気が

した。まず、丹屋の里公園からの伊根湾の景色を堪能した。NHK の連続テレビ小説「ええにょぼ」で

も放映されてからは全国的にも有名な観光地である（①）。次に、天橋立に行った。私は初めて行った

が時間の都合上、展望台まで行くことができなかったことが残念だった。また、智恩寺は三文殊の 1 つ

とされているらしく、受験生も多々訪れるらしい。参加者の方は、熱心にガイドさんのお話に耳を傾け

ていた（②）。このバスツアーのメインの 1 つであるにぎり寿司・佐藤錦などの食べ放題である。前半

の 20 分にぎり寿司やサザエなどの食べ放題で、後半の 20 分が佐藤錦とメロンの食べ放題だった。全員

自分が食べたいものを思い思いに食べていた。すごくおいしかったし、大満足だった（③）。舞鶴とれ

とれセンターの海鮮市場の様子である。人で賑わっていて、新鮮な魚やエビなどをたくさん見ることが

できて良かった（④）。もう 1 つのメインである約 5 万本のアジサイが観賞できる舞鶴自然文化園であ

る。たくさんの種類のアジサイがあって記念撮影をしている人が多かった（⑤）。今回は、移動の時間

がとても長く、バスでの滞在時間がとても長かった。バスガイドさんがこまめにバス内の空調がちょう

どよいか確認してくれて、参加者からすれば、とても有難かった。移動中は疲れのせいか仮眠をとって

いる参加者がとても多かった。この日は、ETC の休日割引最後の日ということもあって、帰りは渋滞に

巻き込まれた。しかし、梅田に到着したのはほぼ予定時間通りで、主催者側のしっかりとしたタイムス

ケジュールを再確認できた（⑥）。個人的にもすごく楽しむことができて、とても良かった。 
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テーマ 天橋立の自然やグルメ、旬なアジサイを素材とした観光の体験的調査

参加者 田中信太朗（黄チーム：榑松悠 田中楓 長濱萌、田中信太朗）

年月日 年 月 日実施 場所 京都府天橋立、舞鶴ほか

①伊根の舟屋からの海景 ②天橋立 智恩寺

② 智恩寺 智恵の輪 ④天橋立 砂浜

③ 海鮮市場 ④ 舞鶴自然文化園 アジサイ園

まずは、伊根の舟屋に行った。伊根町の代表的な観光スポットで「男はつらいよ」「釣りばか日誌 5」
「ええにょぼ」など、映画やドラマのロケ地として有名だ。舟屋とは民家の種類の一つで、伊根湾の海

面すれすれに建築されているのが特徴だ(①)。 
次に日本三景の一つ、天橋立に行った。天橋立にある智恩寺で参拝をした(②)。智恩寺は知恵の文殊

と呼ばれ、山形県高畠町の亀岡文殊、奈良県桜井市の阿倍文殊とともに日本三文殊のひとつとされる。

その境内に智恵の輪灯籠がある(③)。智恵の輪を 3 回くぐれば文殊の智恵を授かるという言い伝えがあ

る。受験シーズンは多くの受験生が集まるようだ。天橋立は白い砂浜と水質の良さで雑誌にも取り上げ

られる海水浴スポットでもある(④)。まだ 6 月なので泳いでいる人はいなかったが、夏は海水浴も可能

だ。昼食は寿司 10 種、アマエビやアワビ等の海鮮物、サクランボの王様である佐藤錦、メロンの食べ

放題だ。バイキング形式だったが、ツアー参加者が必至で佐藤錦を取っていくので、どれだけ楽しみに

していたのかが窺われた。日本海側最大級の海鮮市場を持つ道の駅の舞鶴港とれとれセンター、またの

名を海鮮市場(⑤)。その面積は 480 坪もある。舞鶴若狭高速道無料化、ETC 搭載車の高速道路 1000 円

期間の最終日のせいか、海鮮市場は人で溢れていた。ツアー参加者はここでお土産を購入した。最後に

舞鶴自然文化園のアジサイ園に行った(⑥)。5 万本ものアジサイで埋めつくされるので「アジサイの海」

と呼ばれている。しかし、ツアー当日は時期が早かったせいか、まだ五分咲き程度であった。平坦な土

地にではなく、斜面にアジサイが植えられているのだが、五部咲きでも十分に感動できるものだった。 
今回のツアー参加者の話で最も印象的なものは、旅行の楽しみを聞いたときなのだが「旅行前にその

行先の歴史、噂、おススメスポットなどを予習して、その内容を同行者に話すこと」というものだ。行

先の風景や食べ物ではなく、同行者との会話などが楽しみなようだ。あと、パンフレットには行きと帰

りの時間は記載されていたが、途中の時間までは記載されてなく、想像以上にバス移動の時間がツアー

時間を占めていた。バス移動中の楽しみ方なども心得ていたほうが良いのかもしれない。 

テーマ 「佐藤錦」食べ放題、舞鶴アジサイ観賞バスツアーに参加して

参加者 榑松悠（黄チーム：田中楓、田中信太朗、長濱萌、榑松悠）

年月日 年 月 日 場所 天橋立、舞鶴自然文化園ほか

①伊根湾の景色 ②天橋立にある智恩寺

③にぎり寿司・佐藤錦食べ放題 ④海鮮市場

⑤約 万本のアジサイ ⑥移動中の様子

朝は 7 時 45 分に梅田のプラザモータープール茶屋町駐車場に集合だった。朝早く、天気も曇ってい

たので人が少ないと予想していたが、受付やその周りには溢れんばかりの人がいてとても驚いた。年配

の方が多いのはある程度予想できていたが、子連れの家族や、恋人同士での参加も意外に多かった気が

した。まず、丹屋の里公園からの伊根湾の景色を堪能した。NHK の連続テレビ小説「ええにょぼ」で

も放映されてからは全国的にも有名な観光地である（①）。次に、天橋立に行った。私は初めて行った

が時間の都合上、展望台まで行くことができなかったことが残念だった。また、智恩寺は三文殊の 1 つ

とされているらしく、受験生も多々訪れるらしい。参加者の方は、熱心にガイドさんのお話に耳を傾け

ていた（②）。このバスツアーのメインの 1 つであるにぎり寿司・佐藤錦などの食べ放題である。前半

の 20 分にぎり寿司やサザエなどの食べ放題で、後半の 20 分が佐藤錦とメロンの食べ放題だった。全員

自分が食べたいものを思い思いに食べていた。すごくおいしかったし、大満足だった（③）。舞鶴とれ

とれセンターの海鮮市場の様子である。人で賑わっていて、新鮮な魚やエビなどをたくさん見ることが

できて良かった（④）。もう 1 つのメインである約 5 万本のアジサイが観賞できる舞鶴自然文化園であ

る。たくさんの種類のアジサイがあって記念撮影をしている人が多かった（⑤）。今回は、移動の時間

がとても長く、バスでの滞在時間がとても長かった。バスガイドさんがこまめにバス内の空調がちょう

どよいか確認してくれて、参加者からすれば、とても有難かった。移動中は疲れのせいか仮眠をとって

いる参加者がとても多かった。この日は、ETC の休日割引最後の日ということもあって、帰りは渋滞に

巻き込まれた。しかし、梅田に到着したのはほぼ予定時間通りで、主催者側のしっかりとしたタイムス

ケジュールを再確認できた（⑥）。個人的にもすごく楽しむことができて、とても良かった。 
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テーマ バスツアー〜フランス料理と伊吹山のお花畑散策〜

参加者 藤井祐実（緑チーム：橋本真央、藤田あゆみ、古瀬太一、藤井祐実）

年月日 年 月 日 場所 滋賀県

①大通寺 ②万華鏡のある庭

③万華鏡「天の華」 ④醒ケ井

⑤伊吹山 ⑥皆で記念撮影

①まず私たちが向かった場所は「黒壁スクエア」。黒壁の建物が立ち並ぶ道を進んで行くと見えてく

るのが「大通寺」別名を「長浜御坊」という。安土桃山時代の建築様式を伝えている。②③とあるレス

トランの隣の細い道を進んで行くとまるでジブリの世界に入ったかのような庭が現れる。ここには全高

８M にもなる巨大な展望台「天の華」がある（③）。長浜出身の科学者が万華鏡を作製し、その万華鏡

が日本最古とされているため、長浜では万華鏡が今でも多くの人々が作り続け、愛されているのである。

④伊吹山に向かう前に寄ったのが「醒ケ井」。年間を通して水温が１４℃という清流。この川には絶滅

危惧種に指定された「ハリヨ」というとげのある魚が生息している。またこの場所で有名なのが「梅花

藻」。私たちが訪れた日は前日に雨が降った為に見ることが出来なかったが、水量の少ない時には水の

中から水面に向かってたくさんの白い花を付ける梅花藻を見ることができる。⑤今回のツアーのメイン

でもある伊吹山。バスをおりた瞬間、涼しさを感じるほどに駐車場の時点で標高が高いことが分かる。

伊吹山にはちょうど良い季節になると季節に合わせてたくさんの花が咲くという。残念ながら私たちは

お花畑を見ることが出来なかったけれど、キレイな景色を見ることが出来た。⑥同じツアーに参加して

いた人に撮ってもらった写真。伊吹山では参加者とも親しく出来たのでとても楽しいツアーになった。 
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テーマ バスツアー
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テーマ 旅行相談を含めた旅行会社聴き取り調査

参加者 藤島亜里沙、主原知弥、寺地誠太郎、松葉奈緒子、宮原はるか

年月日 年 月 日 場所 京都美山 かやぶきの里

①添乗員の方による京都ガイド ②かやぶきの里
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③美山民俗資料館１ ④美山民俗資料館２
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤かえで御膳（自然文化村にて） ⑥牛乳工場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添乗員の方が、京都駅から美山への道のりで通った観光名所の歴史的な説明をしてくださった。本能

寺や、二条城に関する豆知識も教えてくださった。 (①) かやぶきの里は、江戸時代からの伝統が受け

継がれている。周りは山に囲まれていて大自然を満喫することができた。(②) 美山民俗資料館には、村

の人が制作している“ふるさと新聞”を読みながら、美山のお茶を飲むことができた。また、かやぶき

の家の造りや、昔の資料・道具などを見ることもできる。(③・④)  昼食には美山で獲られた鹿肉を食

べた。自然文化村では、オカリナづくりや、バラの化粧水づくりなど、様々な体験をすることができる。 
(⑤) 美山の道の駅には、牛乳工場があり、新鮮な牛乳でつくられたソフトクリームや、ジェラートを食

べた。(⑥) 
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テーマ バスツアーをいかに楽しく過ごすことができるか？

参加者 大野 樹里 高瀬 恵 中元 和歌 森下 祥平
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⑤ ⑥
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おわりに 

奈良県立大学研究会からの教材作成助成の交付は小松原にとっては、３回目となる。こ

の助成事業の目的の１つは研究成果の学生への還元である。過去２回を振り返ってみると、

初回（ 年度）は「北海道における観光地の存立形態」を標題とし、「観光地理学」の講

義の教材として作製した。岡山大学に提出した博士学位論文をもとにした冊子である。第

２回目（ ）は「地域創造の研究」をテーマとしたものであった。これまで本学の紀要

（研究季報）や研究誌に掲載された論文や、本学のスタッフを中心に編まれた『地域創造

へのアプローチ』（ 年刊）、『地域創造への招待』（ 年刊）やその他の学術書に小松

原が分担執筆のものを集成したものであった。いずれも研究成果を教材化したものだ。

そして今回は、前２回とは若干趣を異にしている。それは、既発表の研究論文が含まれ

ていないことである。しかし、だからといって本誌は思い出をちりばめた詞華集ではない。

なぜなら、本誌掲載の素材の中には研究旅行の出張報告など、学内の諸届に活動の内容が

わかる「証拠書類」の１つとして添付されたもの、学生との野外活動の資料として小松原

が作成したもの、その活動の学修成果物として学生から受け付けたものなど、それらは教

育・研究活動の一環としての成果に違いないものだからである。ただし、それらの多くは、

時間の経過とともに廃棄される運命のものも少なくない。情報が共有化されずに雲散霧消

してしまうのも残念である。それも本誌を編んだ理由の１つなのである。

本誌が前二回のものと異なっているのは上記のことに止まらない。既にお気づきのよう

に写真中心に編集したものであることである。これらの撮影や掲載にあたっては地域の皆

様、自治体職員の方々や学生諸君、教職員諸氏の協力なしには成しえなかったのであり、

その意味で各位に改めてお礼申し上げたい。中でも、本学特任教授・田辺征夫先生（前・

奈良国立文化財研究所所長）には、岡田庄三さんをご紹介いただき、奈文研に対してもそ

の写真利用に関しての便宜をはかっていただいたことに感謝申し上げる。

また、「町家等地域資源発掘･発信事業」における地域資源発掘活動の御所市での報告会

（ 年 月の）にあっては、奈良県土木部まちづくり推進局地域デザイン推進課より、

中尾晃史課長（当時）をはじめとするスタッフの皆さん、さらに地域振興部教育振興課か

らも参加いただき、ワークショップにもかかわっていただいた。この活動は、地域住民の

皆さんと自治体、そして大学それぞれがその領分をわきまえつつ、学生に対して学びの場

を提供するという地域志向教育の先行事例の１つとしても貴重な経験になったと思う。

現在、本学にあっては地域志向教育を推進しつつある。本書がその実践において幾ばく

かでも役立てば幸甚である。

（小松原）
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Agreements on International
Academic Exchange & Students Exchange 

Number of International Students

Number of Current Students

Freshman

Sophomore

Junior

Senior

Total

113

108

121

133

475

149

146

169

190

654

Year in School Female
36

38

48

57

179

Male Total

2013

2014

9

（8）

FY Students Abroad
2

（5）

International Students

 (As of July 2014)

Shanghai Normal University 
(China)

Kyonggi University (Korea)

Kainan University (Taiwan) 

Indonesia University of Education
(Indonesia) 

Royal Roads University (Canada)

Monash College (Australia)

University of Victoria (Canada) 

Academic Exchange
Students Exchange 

Academic Exchange

Academic Exchange
Students Exchange

Academic Exchange

Academic Exchange 

Academic Exchange

Academic Exchange
Students Exchange

Oct. 2010 
Mar. 2013

Nov. 2011 

Dec. 2011
May. 2013

Oct. 2013 

Dec. 2013

Jan. 2014 

Jun. 2014
Jun. 2014

Institution Agreements Signed
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